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　凍えるような吹雪の夜だった。

　新雪の降り積もる街はずれの平原を、サラは一歩一歩を振り絞るようにして、前へ前へと進んでいた。

　吹き荒れる雪に視界が遮られ、目指す方向に進めているのか、定かではない。

　ブーツを履いた足先には、すでに感覚がなかった。

　凍てつく風に頭が冷やされ、意識も朦朧としてきている。

　それでも、前を目指さなければならないことだけは分かっていた。

　そして、かじかむ指先をしっかりと握ってくれている彼の手を、絶対に離してはいけないことも。

　だがサラの体力は、すでに限界を超えていた。

　次の一歩を振り出そうとしたとき、ついに足に力が入らなくなり、体がぐらりと傾く。

「サラ、大丈夫か!?」

　力強く抱きとめられたが、サラはもう、彼の顔が認識できないほどまで衰弱していた。

「ご、めんなさい……」

　逃げ出せなくて、ごめんなさい。

　一緒にいられなくて、ごめんなさい。

「サラ……」

　宵闇に落ちた悲痛な声が、サラの耳朶じだを打つ。

　力尽きたサラは、もはや彼の温もりに身を任すことしかできないでいた。

　鼓動を早めた彼の心音が、サラに安らぎを与えるとともに、罪悪感を植え付ける。

「サラ、愛している……」

　泣いているような声がした。

　耳に心地よい、この世の何よりも愛しい声。

「この先どうなろうと、俺はお前だけを愛している。それだけは、覚えておいて欲しい」

　はい、と答えたくとも叶わず、辺りの音が遠ざかっていく。

　一筋の涙が、彼女の想いを代弁するように、目尻からこぼれ落ちた。

　そしてサラは、彼の温かな腕の中で、プツリと糸が切れたように意識を手放したのである。

















第一章　ブランシェ家の義兄妹












　大陸の中心に位置するエタン王国は、国々の交易の要所として、古くから重要な役割を担ってきた。商業の聖地と呼ばれ、商才に長けた者が集い、数多の富裕層を生んだ。国の財政も潤い、街には目を瞠るほどの立派な橋や建築物が立ち並ぶようになる。今では大陸でも一、二を争う大国として名高い。

　財力豊かなエタン王国における、王族と貴族の暮らしぶりは派手だった。

　贅沢を贅沢と思っていない彼らは、毎夜のように着飾り、絢爛けんらん豪華な屋敷で宴に興じた。

　貴族同士の権力争いは虎視眈々こしたんたんとしていて、誰しもが腹の内の見えない笑顔を張りつけ、言葉巧みに立ち回る。下級貴族は上級貴族に取り入り、上級貴族は王族の恩恵にあやかろうと必死だった。

　そんな愛憎ひしめく社交会において、ひときわ脚光を浴びている男がいた。

　ジェイド・スペンサー・ブランシェ――齢よわい二十四歳の彼は、一年前に父である先代のブランシェ公爵を亡くし、公爵位を継いだ。

　ブランシェ公爵家は、エタン王国内でも三本の指に入る上級貴族だ。三代前から王国最大の貿易商会を運営しており、財力も申し分ない。

　現当主のジェイドは貴族学院を首席で卒業しており、公爵位を継ぐ前から商会の運営を任されるほど、仕事手腕に長けていた。

　そのうえ彼は、顎下までの緩やかな漆黒の髪に、ブルーサファイアに似た鋭い碧眼、すらりと長い手足を持つ、稀代きだいの美丈夫だった。物腰や言動も洗練されていて、溢れ出るような気品があり、どこにいようと自ずと人々の視線を集めてしまう。

　令嬢達からの人気も絶大で、ジェイドが社交界に顔を出すたびに、大変な騒ぎとなった。彼の方でも、彼女達に分け隔てず笑顔で接しているのは見慣れた光景だ。

　そのような気さくな性分もまた、ジェイドの魅力のひとつといえよう。

　だが、妹のサラに対してだけは、例外だったのである。










　ブランシェ家の庭を彩る花々が、宝石のような木漏れ日に包まれている、穏やかな春の朝のことだった。

　サラ・クラリス・ブランシェは、アーチ窓の向こうに広がる景色に静かに視線を馳せていた。

　緩やかに波打つ金色の髪は巧妙に結い上げられ、フリルのあしらわれたターコイズグリーンのドレスの襟元に後れ毛を落としている。

　夜明けの空を連想させる菫すみれ色の瞳は今、緊張で強張っていた。

　明朝七時。

　貴族令嬢が起床し、完璧に身支度を整えるには、少々早い時間である。

「入るぞ」

　ノックの音と重なるようにして、ドアの向こうから聞こえた端的な声に、サラはびくりと肩を竦ませた。動揺を悟られまいと、背筋を伸ばして気持ちを引き締める。

「どうぞ、お兄様」

　ドアが開き、紺色のジュストコールを身に纏ったジェイドが姿を現した。

　鳩血色ルビーレッドの絨毯に長い影を落とす、しなやかな体躯。柔らかな朝の光とは対照的な、狼に似た鋭い青の輝きを放つ瞳が、窓辺に佇むサラを射抜く。

　コツコツと室内を歩み、目前で足を止めたジェイドは、頭頂部から足先まで、余すところなくサラを眺め回した。サラは蛇に睨まれた蛙のように委縮し、身動きひとつ取れないでいる。

　やがてジェイドはサラの顎先を捉えると、その顔をくまなく観察した。男らしい長い指が、顎の輪郭をなぞり、喉から鎖骨にかけて人差し指でスッと撫で下ろす。

「今日も美しい。さすが俺の妹だ」

　口角を上げ、ジェイドが嗤わらう。

「晩餐会は二週間後だ。覚えているな？」

「はい」

「お前のやるべきことはなんだ？」

　サラを見下ろす冷えた眼差しは、間違った答えが絶対に許されないことを、無言で告げていた。とはいえ、毎日のように復唱させられるため間違えようがない。

「陛下に見初められるよう立ち振る舞うことです。そしてブランシェ家のよりいっそうの繁栄のために、全力を尽くします」

「そうだ。俺の妹は、美しいうえに聡い」

　美しさですら、彼女自身ではなくジェイドの手柄だとでもいうような言い草だった。決して他人には見せることのない兄のしたたかな笑みを、サラは複雑な気持ちで見つめる。

「よりいっそう自分磨きに励めよ」

　そう言い残すと、踵を返して、ジェイドは今日も早々にサラの部屋を立ち去った。

　当主であるジェイドは、領土管理の総括だけでなく、ブランシェ商会の運営にも携わっている。加えて王室にて補佐官の一端も担っているため、多忙な毎日を過ごしていた。それでも毎朝サラの様子を見にくることだけは欠かさない。

　それは、サラがブランシェ家繁栄のための切り札だからである。

　地位も財力も申し分ないブランシェ家の唯一の汚点は、王家と繋がりがないことだった。

　エタン王国において、上級貴族と呼ばれる公爵家は三筋ある。

　ギリングス家とソールズベリー家、そしてブランシェ家である。

　先代の王はギリングス家から妃を娶った。そして現国王であるリオネルは、今から八年前に、ソールズベリー家から妃を迎えている。

　その結果、ここ近年唯一王家と繋がりのないブランシェ家は、上級貴族の中で最も格下に位置付けられることになった。そのことを、権力を重んじる父と兄はひどく恥じていた。

　そんな折、事態が急変した。

　八年経った今も正妃が懐妊せず、王室が側妃探しに乗り出したのだ。

　ジェイドは、サラを側妃に据えようと画策していた。もしもサラが側妃に選ばれ、世継ぎを生んだならば、エタン王国におけるブランシェ家の地位は揺るぎなきものとなる。

　だが、ギリングス家にもソールズベリー家にも側妃として申し分ない年頃の令嬢がおり、油断はならなかった。

　勝負は二週間後に王宮で催される晩餐会だと、ジェイドは睨んでいる。その日までにサラを国王好みの女に仕立てるよう、躍起になっているようだ。

　家庭教師を三人も雇って淑女教育を施し、侍女に命じて髪や肌の手入れも徹底させた。自らも毎朝欠かさずサラの部屋に足を運び、サラの肌の具合や立ち居振る舞いをつぶさに確認している。

　外では絶えず柔和な笑みを浮かべているジェイドだが、サラにだけは狡猾な本性を隠そうとはしなかった。

　ジェイドにとって、サラは人形のように、意のままに操れる存在でしかないのだ。

　そこに愛情なんてものは欠片もない。

　そんな彼の態度は、サラの心を傷つけ苦しめた。

　――なぜならサラは、密かにジェイドに想いを寄せているから。










　ジェイドとサラに、血の繋がりはない。

　ジェイドはブランシェ公爵の実子だが、サラは妾の連れ子だった。

　サラの母は、もともと旅芸人一座の踊り子だった。とある貴族の邸で晩餐会が開かれた際、余興として妖艶な踊りを披露した母に、ブランシェ公爵が一目惚れしたらしい。

　出会った頃、母は行きずりの男との間に子供、すなわちサラを身籠っていたが、公爵は母が身重であることに介さず夢中になった。そしてすでに正妻の没していた邸に、妾として招き入れたのである。

　産後の肥立ちが悪く、サラを生んで間もなくして母は亡くなった。母の死後、実子でないにも関わらず、ブランシェ公爵はサラを実の娘として受け入れた。

　公には知られていないが、サラがブランシェ公爵と血縁がないことは、屋敷の者であれば誰でも知っていた。幼い頃から、本当は旅芸人一座の踊り子の娘に過ぎないサラを、使用人達はことあるごとにいびった。

　叩いたり髪を引っ張ったり、粗末な食事を与えたり衣服をわざと汚したり。常識を逸した嫌がらせは、日常的に繰り返されていた。

　生まれてきただけで、なぜこんな仕打ちを受けないといけないのか、幼いサラには理解できなかった。唯一理解できたのは、自分など何の価値もない人間だということだけだ。

　広大な屋敷の中で、サラはいつも孤独だった。

　そんな中、ジェイドはサラに優しさを見せてくれる唯一の存在だった。

　たくさんの本を貸してくれ、話し相手にもなってくれた。

　雷が怖くて泣いた夜に、一晩中手を繋いで眠ってくれたこともある。

　サラはこの六歳年上の義兄だけを、心の拠り所として生きてきた。

　サラがジェイドに恋をするようになったのは、当然の流れといえよう。

『私、お兄様のお嫁さんになりたい』

　十歳にも満たない子供の頃、心のままに、そう伝えたことがある。ブランシェ家の屋敷の裏手にある丘から、二人並んで城下町の景色を眺めていた折だった。

　するとジェイドは顔を赤くして、照れたようにサラから視線を外した。

『……そうなるといいって、俺も思ってる』

　戸籍上は兄妹の関係であるジェイドとサラは、結婚できない。今にして思えば、ジェイドはそのことを分かっていて、大人な対応をしたに過ぎなかった。

　だが、まだ兄妹が結婚できないことを知らなかったサラは、兄の返事を素直に喜んだ。

　後にそれは叶わぬ夢と知り、打ちひしがれるのだが、だからといってジェイドへの恋心が冷めることはなかった。

　ジェイドの方でも、不器用ながらもサラに愛情を見せてくれた。それは決して恋情などではなく、家族愛だとは分かっていながらも、少なくとも彼といるときサラは幸福だった。

　だが、ジェイドが公爵位を継ぐ数年前、ブランシェ公爵が病床についた頃を境に、彼に変化が訪れた。

　突如として、サラへの接し方が厳しくなったのである。

　サラのことを、ブランシェ家の地位を盤石たるものにするための駒としか見ていない、冷えた眼差し。

　それこそが、彼本来の姿だったのだ。

　公爵位を継ぐ日が間近に迫り、優しい兄の仮面を剥がすことにしたのだろう。

　ジェイドの変貌ぶりは、サラをひどく傷つけた。

　けれど、幼い頃から培われてきた淡い恋心を消すことは、どうあがいても無理だった。

　ジェイドは毎朝必ず、サラの様子を確認しにくる。

　大事に育てている薔薇が、思い通りに花を咲かせているかをたしかめるために。サラの全身をくまなく眺めまわす視線は、美術品の品定めをするときのそれと同じで、温もりの欠片も感じられない。

　サラの気持ちなど、ジェイドにとってはきっとどうでもいいのだ。

　そんな彼の心の内が垣間見えるたびに、サラは悲しみで砕けそうになる。

　ジェイドのいなくなった室内で、サラは胸元に提げたブルーサファイアのペンダントトップにそっと触れた。十年近く前に、彼がサラに贈ってくれたものだった。

『俺がいないときは、これを俺だと思えばいい』

　ジェイドはそう言って、贈ったばかりのブルーサファイアによく似た瞳を細め、優しく微笑んでくれた。それ以来、サラは肌身離さずペンダントを身に付けている。

　あの笑顔が偽りだったことは、今ではもう痛いほど分かっている。

　だが、彼から貰ったペンダントだけはどうしても外すことができないでいた。










　晩餐会まで一週間が迫った、ある日のこと。

　その日も朝早くサラの部屋を訪れたジェイドが、今宵は男友達を呼んで食事会をすると告げてきた。

「陛下にお会いする日のための、練習になるだろう。言葉巧みに誘惑し、あいつ等を虜にしてみろ」

「誘惑だなんて……」

　ウブなサラは思わず反論したが、鋭い視線を受けて閉口する。

　当主である兄の指示は絶対だ、口答えは許されない。

「お前のやるべきことはなんだ？」

　いつもの質問を高圧的に繰り出され、サラはしどろもどろに答えた。

「陛下に見初められるよう立ち振る舞うことです。そしてブランシェ家のよりいっそうの繁栄のために、全力を尽くします」

「もしかして、それは口先だけだったのか？」

「いいえ……」

　表情を曇らせるサラを安心させるように、ジェイドは彼女の頬に触れた。

「お前は美しい。だがそれだけでは、ギリングス家とソールズベリー家の令嬢には勝てない。お前よりも年上の彼女達は、社交的で、男を翻弄する手管を心得ているからな。負けぬよう、男を誘惑する術を実地で学べ」

　頬を滑った彼の掌が、サラの鎖骨の下を流れ、胸の膨らみに差し掛かる。思わずビクッと体を揺らしたが、ジェイドは平然とサラの胸の辺りを見下ろしていた。

　サラは今日、襟元まで詰まった深緑色のドレスを着ている。

「食事会のときは、胸の開いたドレスに着替えろ。お前は少し地味過ぎる。今のうちに、男の目を惹きつけるドレスに着なれておくといい」

「……はい」

「楽しい夜になりそうだ」

　ジェイドが愉快げに微笑んだ。










　その夜、ジェイドは言葉通り、貴族学院時代の友人を二人連れてきた。

　一人は、ロリー・ラファエロ・スミス。褐色の髪を後ろでひとつに束ねた、細面の優男である。伯爵家の次男で、彼の父であるスミス伯爵は、ジェイドが運営しているブランシェ商会の重役でもあった。

　もう一人は、サイモン・イアム・アクロイド。短く刈り込んだ黒髪に隆々とした筋肉を持つ彼は、子爵家の四男で、近衛兵団の副団長として王宮に出仕しているらしい。

　サラはジェイドに言われたように、所持している中でもっとも華やかで婀娜あだなデザインのドレスを身に纏い、玄関ホールで二人を出迎えた。

　大きく開いた襟ぐりからは、胸の谷間が半分近く覗いている。二人の男の視線が即座に胸元に刺さるのを感じて、サラは逃げ出したい衝動に駆られた。だがジェイドがいる手前、そんなことが許されるはずもない。

「ロリー、サイモン。堅苦しい挨拶はこれくらいにして、食事にしよう。今宵はここを我が家だと思ってくつろいでくれ」

　サラと二人のときには決して見せることのない気さくな笑みを浮かべ、ジェイドが二人を食堂に案内した。等間隔に金の燭台が並べられた長テーブルの上では、料理長が腕によりをかけた料理が、香り立つ湯気をくゆらせている。

　上質のワインが振る舞われ、男達は食事をしつつ、上機嫌に弁をふるった。

　だがサラは、彼らの会話にほとんど加わることができないでいた。

　単純に話題についていけなかったのもあるが、サイモンからのまとわりつくような視線が気になって落ち着かなかったのが、最大の原因である。

　すっかりワインに酔わされているサイモンは、ほんのりと赤らんだ目で、ことあるごとにサラの全身を眺め回した。そして隙を狙ってはサラに近づき、言葉巧みに彼女を口説き落とそうとした。

　胸元に注がれるねちっこい視線に耐えられず、サラは彼の誘いをのらりくらりと躱し続けた。このような態度がジェイドを不快にさせることは分かっていたが、本能的に受け入れ難かったのである。

　つれないサラの態度に業を煮やし、サイモンは次第に彼女に興味を示さなくなる。

　ロリーの方はといえば、サラへの興味は早々に失せたようで、ジェイドとの仲を深めるのに必死だった。ブランシェ商会と関わりのある彼にしてみれば、ジェイドは上役であり、取り入るためのまたとない機会だったのだろう。










　食事会がお開きになったのは、夜がすっかり更け込んでからのことである。

　ジェイドとサラは、門前まで彼らを見送った。各々の馬車が通りの向こうに見えなくなると、ジェイドはサラに声を掛けることもなく、足早に屋敷の中へと戻ってしまった。

　うまく立ち振る舞えなかったサラに対し、かなり怒っているようだ。期待に応えられなかった不甲斐なさで、サラの胸は今にも押しつぶされそうだった。

　重苦しい気持ちのまま、自室に戻ると湯浴みを終え、ベッドに入る。

　窓の外の月を眺めながら、明日の朝ジェイドに何を言われるのだろうと、恐怖に打ち震えた。

　闇が深くなり、屋敷全体がシンと静まり返る。

　突然ドアをノックする音が響いて、サラは閉じていた瞼をぱちりと開けた。

「俺だ。入るぞ」

　まさかこんな時間に兄が来るとは思っておらず、サラは慌ててベッドから飛び起きると、ランプに火を灯す。

　急くような足取りで、ジェイドが部屋に入ってきた。

　彼はまだ夜着に着替えておらず、白いシャツに漆黒のトラウザーズという軽装だった。

　橙色のランプの光に照らされたその表情は、いつも以上に冷え切っている。

「今日のあのザマはなんだ？　彼らと、ほとんど会話をしていなかったじゃないか。サイモンはお前に興味を示していたのに、なぜ誘惑しない？」

　今日のことを咎められるのは、明日の朝ではなく、あろうことか今かららしい。

　サラは覚悟を決め、夜着のスカートをぐっと握りしめる。

「……申し訳ございません」

「答えになっていない。なぜ、誘惑しなかったのかと聞いている」

「怖かったのです。サイモン様があまりにもじっと見てくるものだから……」

　胸元に注がれる彼の舐めるような視線を思い出すだけで、不快感で背筋がぞくっとした。

　ジェイドは大きくため息を吐くと、「これほどまでにウブだったとは……」と呆れたように言う。

「お前は、陛下に体を見られても同じような態度を取るのか？」

「それは………」

　サラは、それ以上答えることができなかった。たとえ国王陛下であろうとも、体を見られるなど耐えられないに決まっている。

　長引く沈黙は、ジェイドの問いかけを肯定したも同然だった。

　ジェイドは眉を吊り上げ、思い通りにならない妹に対し、怒りを露にする。

「男と女が、閨ねやで何をするか理解しているか？　見られるどころじゃ済まない。裸にされたら、まさか抵抗して逃げるつもりじゃないだろうな？」

　もちろんサラは、閨で男女が何をするか、ひと通り学んでいる。

　だが、知っているのと実際に行うのとでは、難易度に天と地ほどの差がある。

　好きでもない男に体に触れられるなど、想像しただけで怖気が立つ。

「こんな状態では先が思いやられるな。お前はウブ過ぎる。――来い」

　ジェイドはサラの腕を強引に引くと、姿見の前に誘い、背中に密着するようにして後ろに立った。

　精緻せいちな花模様の彫り込まれた姿見に、怯えるサラとすぐ後ろで眼光を光らせているジェイドの姿が映し出される。

　ジェイドはためらうことなく、サラの夜着を肩から一気にずり下げた。

　ハリのある白い乳房が、弾むようにして姿を現す。鏡に映る己の痴態に、サラはサアッと青ざめた。

「……やっ」

　慌てて胸を隠そうとしたが、「隠すな」と刃のような声に戒められる。

　サラが抵抗をやめたのを見届けると、ジェイドは下から彼女の胸の膨らみを掬い上げた。豊かに実った乳房が、ふるんと揺れる。何度かそうやって感触をたしかめたあとで、胸全体がやわやわと揉まれた。

「いいか、サラ。男を怖がってはいけない。男の手に馴れて、どんな男の前でも堂々とできる女になれ」

　兄に胸を揉まれているありえない光景は、現実とは思えなかった。男らしく筋張った手にされるがまま厭らしく形を変える胸の膨らみは、馴れ親しんだ自分の体の一部ではなく、別の生き物のようにすら思える。

　こんなことがあってはならないという焦りと、密かに恋い慕っている彼に触れてもらえた悦び、否が応にももたらされる官能的な刺激に、サラはひたすら翻弄されていた。

「お兄様、こんなこと……」

　もう一度身をよじって逃れようとするが、屈強な腕がそれを制止する。

「抵抗するな」

　羞恥でどうにかなりそうなサラとは対称的に、ジェイドの声には、興奮の色が感じられない。

「いいかサラ、これも教育のひとつだ。ダンスの稽古や、テーブルマナーの勉強と何ら変わりはない。こればかりは、誰にも教育を任せられないからな。こうやって触れても、俺は妹であるお前を抱きたいとは微塵も思わないから安心しろ」

　ジェイドの言葉は、サラを安心させるためのものだったのかもしれないが、実際は彼女をひどく傷つけた。

　こんなことが教育の一環に過ぎないと平然と述べる彼は、サラを完全に女として見ていない。

「吸い付くような上質な肌だな。形も大きさも、このうえなく淫らだ。これほどまで極上な体を持ちながら使いこなせていないとはもったいない」

　深いブルーの眼光が、サラの裸の胸をつぶさに観察する。その間も、軟肉を揉みしだく手の動きが止まることはなかった。

　剥き出しになった乳房の上では、ブルーサファイアのペンダントが、闇間に鈍い光を放っている。卑猥な言葉でサラを凌辱する兄は、子供の頃にこれを贈ったことなど覚えていないのだろう。

「ここの色も美しい。弄んだらどう色付くか、見物だな」

　男の指先が、サラの胸の頂を、ふたつ同時にぎゅっとつまんだ。

「……んっ」

　自分でも聞いたことのないような声が漏れ、サラは慌てて硬く唇を結ぶ。

　だがジェイドは、乳頭を引っ張ったりやわやわと揉み込んだりして、より官能を刺激してきた。指先で細かく弾かれたとき、耐え切れず大きな嬌声を漏らす。

「あぁん……っ！」

「男を誘う、いい声が出るじゃないか。いいか、声は我慢するな。その方が男は喜ぶからな」

　ジェイドは満足げに囁くと、幼子を褒めるように片手でサラの頭を撫で、もう片方の手で豊満な乳房を鷲掴みにする。

「見てみろ、硬くなってきた。色付いてちょうど食べ頃だ」

　揶揄するような口調とともに、鷲掴まれた乳房を持ち上げられ、視線を向けるよう促される。

　兄の日焼けした掌によって形を変えた軟肉の先で、薄桃色の突起が、見たこともないほどピンと尖っていた。あまりに淫猥な情景に、サラは羞恥でカッと顔を赤くする。

「怖いかサラ？　案外そうでもないだろう？」

　――怖くないのは、お兄様に触れられているからだわ。

　心ではそう思ったものの、もちろん言葉にはできない。まるで美術品に磨きをかけるように、サラのウブな体を開発しようとしている彼に対し、諦めのような気持ちが込み上げる。

「はい……」と小声で答えれば、耳元でフッとジェイドの口元が綻ぶ気配がした。

「馴れれば、そのうち夢中になる。陛下に触れられたくて仕方がなくなる体にしてやろうな」

　愛情の欠片もない手つきで体を弄ばれ、彼の心を手に入れることはどう転んでも叶わないのだと思い知った。

　それならいっそう、彼の意のままになろうという気持ちが、胸の奥から湧いてくる。

　――お兄様の幸せが、この先にあるのなら。

「……はい。そうなることを、心から望んでおります」

　サラの従順な答えを聞いて、ジェイドは見惚れるほど優美に微笑んだ。

「そうか、陛下に抱かれたいか」

　サラが他の男に抱かれることを切望する彼の笑顔は、サラにとってはあまりにも残酷だった。一方で、自分のような不甲斐ない人間でも彼の役に立てるのだと、気持ちを満たしてもくれる。

「いいか、この手は陛下の手だと思え。俺に触れられているとき、絶えず陛下のことを思い浮かべていろ」

「はい」
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　片方の手は胸を鷲掴んだまま、反対の手が、夜着の隙間から内腿に差し入れられた。

　下着にするりと手が忍び込み、女の恥部を直にまさぐられる。

「あ……」

「濡れている」

　指先が、恥毛のあわいをスッと撫ぜた。

「陛下のことを考えて、こんなにしたのか？　上出来じゃないか」

　彼の指先が、よしよしと撫でるように濡れそぼったそこをさすった。触れられている部分から、感じたことのない悦楽がじわじわと伝わり、自然と腰がゆらめく。

「んん……っ」

　夜着のスカートがたくし上げられ、露になったサラの陰部が鏡に映し出される。紅色に色付いたそこは、甘い蜜をしとどにこぼし、薄明りの中で淫らな光沢を放っていた。

「まるで夜露に濡れた薔薇のようだ。俺の妹は、こんなところまで美しいのか」

　感心したように、ジェイドが言う。

　自分でもじっくりとは見たことのない部分が、惜しげもなく兄の目に晒され、サラは羞恥の彼方に追いやられていた。だが恥じらう暇いとまもなく、ジェイドが再びそこを二本指で擦りたててくる。

　脳内が甘い濃霧に満たされ、正常な思考が保てなくなる。

「……あっ、あっ……」

「気持ちいいか？」

「あ、ん……、気持ちいい……」

　甘い吐息を漏らせば、全体を行き来していた彼の指先が、蜜口より上にある蕾を捉えた。そこは自分でも分かるほど、ぷっくりと淫猥に肥大している。

「上手に感じられたご褒美だ」

　二本指で押しつぶされながら、円を描くようにその一点を刺激された。

　ピリピリとした感覚がそこから全身を貫いて、足腰から力が抜けていく。

「あ、あん……っ！　そこ、いや……！」

　逃れようとしたが、ジェイドがそれを許すはずもなかった。

「嫌がるな。一回達してみろ、すぐにやみつきになる。自ら陛下に腰をなすりつけるほどに」

　より力強くサラの体を固定したジェイドは、今度は蕾を摘まんで激しく擦りたてた。反対の指先は胸の先を弾き、サラの官能をより高みに押し上げようとする。

「あ、あ、あ、お兄様……っ！」

「陛下、と呼べ」

「へ、陛下……！　あっ、あっ、ああっ……！」

　それぞれの突起から伝わる刺激がひとつになって、頭の中が真っ白に染められていく。つま先までピンと緊張が張り詰め、体の奥でバチンと未知のものが爆ぜた。弛緩した体がビクビクと震えたあと、どっと倦怠感に襲われたサラは、ぐったりと背中でジェイドにもたれかかる。

「初めてにしては、上手にいけたな」

　はだけた夜着が業務的に整えられ、彼の体温が離れていく。

　サラは荒い息を吐きながら、庭仕事でもしたあとのように手際よくハンカチで自らの手を拭っているジェイドに、ぼんやり視線を馳せていた。

「すぐに達せられる体になるよう、明日からも訓練しよう。その方が、陛下もお喜びになる」

　サラを見下ろしながらそう告げるジェイドの顔に、幼い頃に垣間見た優しい面影は、もはや少しも残されていなかった。

















第二章　初恋の惰性












　翌日。サラは一人で馬車に乗り、王都の外れを目指していた。

　窓の向こうには、遠く青々とした小麦畑が広がっている。

　なだらかな平地が大半を占めるエタン王国は、他国に比べて季節の寒暖の差が緩やかで、作物が育てやすい。国が発展したのは、商業面だけでなく、そういった暮らしやすさも影響してのことだった。

　そういえば数年前の冬、珍しく大雪が降ったことがある。

　吹き荒れる雪が、辺り一面を真っ白に染めていく様は、見ているだけで圧巻だった。

　馬車の揺れに身を任せながら、サラがそんなことに思いを巡らせているうちに、昨夜のことが脳裏を過ぎる。

　体をまさぐるジェイドの掌の感触を思い出し、恥ずかしさに苛まれると同時にいたたまれなくなった。

　ジェイドは昨日の言葉通り、今夜もまた、まるで飼い犬をしつけるようにあの行為をしてくるだろう。

　昨夜は、どうあがいても彼の心は手に入らないのだと、嫌というほど思い知らされた。

　それならば今夜もまた、自ら望んで、彼の従順な駒になろう。

　陛下の側妃になりたいと、強く切望しよう。

　そうすればきっと、彼はまた褒めてくれるから。

　せめて、兄の満足げな笑顔を見たいから――。

　サラにはもはや、そうする道しか残されていなかった。










　サラが御者に命じて降り立ったのは、古くからある商業区域だった。

　目指すのは、最奥にある孤児院だ。

　ここは、富裕層の集う王都の中心部からあぶれた者が主に商いをしている場所である。

　立派な建築物が立ち並ぶ中心部とは異なり、街並みは見るからに薄汚れていた。石畳にはところどころ消えない染みがあり、軒を連ねる店も老朽化が激しい。

　物乞いが路上で伏していても、通行人は見向きもせずに先を行く。彼らとて生活に余裕があるわけではなく、他人を気にかけている場合ではないのだ。

　サラは今、茶褐色のワンピースに黒の編み上げベストという、まるで農村の娘のような恰好をしていた。手には、砂糖をまぶした揚げパンがたっぷり入った籠を持っている。

　この区域には大きな市場があり、商い目的の農民が出入りしているため、そういった出で立ちの女性はいくらでもいる。だから、目立ちにくいのだ。

　サラは定期的に孤児院を慰問しているが、その際はいつも平民の装いをしていた。そもそも貴族の血の流れていないサラは、本来であれば平民としてこの界隈の人々と同じような生活を送っていたはずだ。そのせいか粗末なワンピースは、豪華なドレスよりもずっと体にしっくりときた。

　往来の激しい通りを抜け、たどり着いたのは、煉瓦造りの外壁に囲まれた古い建物である。鉄製の門を開けて中に入ると、庭で走り回っていた子供達が、歓声とともにサラの元へと駆け寄ってきた。

「やった、サラだ！　サラが来た！」

「おーい、シスター！　サラが来たよ！」

「ねえねえ、サラ！　今日は何を持ってきてくれたの？」

　あっという間に子供達に囲まれ、期待の眼差しを向けられる。サラは膝を折り、子供達と目線を合わせると、籠にかけていた布巾の端をめくった。

「たっぷりお砂糖をまぶした揚げパンよ」

「やった！　食べていい？」

「まだダメよ。今は、運動の時間でしょ？　おやつの時間になるまで待ちましょうね」

　揚げパンを見るなり、瞳をキラキラと輝かせる子供達を、やんわりとたしなめる。

　物欲しそうな視線を籠に残しながらも、子供達は「はーい」と口々に返事をして、方々に散っていった。聞き分けのよい、いい子達ばかりだ。

　背後から、修道女の衣服に身を包んだシスターが声を掛けてきた。

「サラ様、来てくださりありがとうございます。皆、サラ様が来るのを首を長くして待っていたのですよ」

「こんにちは、シスターアビゲイル。最近は、あまり来られなくてごめんなさい」

「いいのですよ。忙しいのに合間を縫ってこうして来てくれて、本当に感謝しています」

　初老のシスターアビゲイルは、目尻の皺を深くして穏やかに微笑んだ。

　サラがこの孤児院を慰問で訪れるようになったのは、たんに慈善事業が目的というわけではない。

　踊り子だったサラの母が、ここの出身だからである。

　ジェイドからそのことを聞いたサラは、心のよりどころを求めるように、いつしかこの孤児院を訪れるようになった。

　ブランシェ家では、公爵令嬢を名乗るにはおこがましい出自のサラは疎まれ続けてきた。だがここでは、誰もが必要としてくれる。

　サラが来ると子供達はいつも歓喜し、絵本を読んでと群がり、抱っこをせがんだ。そうやって自分を求める純真な瞳に囲まれているときだけ、サラは自分の存在意義を感じることができるのだった。

　ジェイドは、サラがときどき孤児院に足を運んでいることを知らない。ジェイドのいない隙を狙って、使用人達から変わり者として遠巻きに見られている寡黙な御者に頼み、極秘で馬車を出してもらっているからだ。

　ジェイドにとって、サラは王家との繋がりを作る大事な切り札。治安の悪いこの地区に一人で出入りしていることが知られたら、即座に反対するだろう。

　だがサラは、彼を裏切ってでもこの慰問をやめるつもりはなかった。

　二時間程度、サラは子供達と思う存分触れ合った。

　帰りがけに、いつものようにシスターアビゲイルにお金を渡す。

　サラは私物を買うためにジェイドから渡されているお金のほとんどを、こうやって孤児院に寄付していた。

　子供達に惜しまれ、後ろ髪を引かれる思いで孤児院をあとにする。

　晩餐会が近づくにつれ、兄の監視の目がより厳しくなっているため、長居はできない。

　昼下がりの街を、馬車を待たせている場所に向かって速足で進んだ。

　――少し、長居し過ぎてしまったわ。

　焦る気持ちを抑えながら路地の角を曲がったとき、ドンッ！　と何者かにぶつかった。

　双方ともに弾かれ、その場にしりもちをつく。

　相手は、汚れた鼠色のローブを着た老女だった。

　サラは慌てて起き上がると、顔をしかめて痛がっている彼女に声を掛ける。

「おばあさん、大丈夫ですかっ!?」

「捕まえたぞ！　観念しろ！」

　手を差し出そうとしたとき、走り込んできた小柄な男が、老女を乱暴に地面に組み伏せた。

「うう～っ！」

　大人の男が非力な老女を押さえつけ、骨が軋むほど腕をひねり上げている光景に、サラはショックを受ける。慌てて男を老女から引き剥がそうとした。

「何をなさっているのですか!?　相手はおばあさんですよ！」

「なんだてめえ、関係ないやつは黙ってろ！　こいつは盗人なんだよっ！　俺の店からパンを盗んだんだっ！」

　老女は地面に這いつくばりながら、「うう、う……っ」と必死に手を伸ばしている。皺だらけの手の先では、彼女の懐から転がり出たらしき丸パンが、地面に数個転がっていた。

　おそらく、男の言っていることは本当なのだろう。低所得者層の多いこの区域では、貧困による物盗り騒動が頻発している。

　とっさに状況を判断すると、サラは急いで自らの懐をまさぐった。

　パンの代金を代わりに支払って、老女を解放してもらおうと思ったのだ。

　だが持参したお金はすべて孤児院に寄付してきたため、手元には一切残っていないことに気づく。

「しょっぴいてやるから来いっ！　この薄汚いババアめっ！」

　男は暴言とともに、老女を無理矢理立たせた。

「ひぃぃぃっ！」と老女は怯え声を上げ、「ごめんなさい、ごめんなさい……」と泣き声で懇願している。

　見るに堪えられず、サラは彼女を助ける方法がないか懸命に思考を巡らせた。

　――そうだわ。

　名案を思いつき、首に提げていたブルーサファイアのペンダントを引きちぎる。

　そして、老女の手を強引に引っ張っている男の目前に突き出した。

「これをあなたに差し上げます。だから、そのおばあさんを離してはくれませんか？」

「あ？」

　怪訝そうに眉をしかめた男だが、ブルーサファイアのきらめきを目にするなり黙り込んだ。チッと舌打ちしながら、ひったくるようにしてサラの手からそれを奪い取る。

　それからペンダントを上空に掲げると、太陽の光にかざして、あらゆる方向から眺め回した。目の色が変わったので、高価なものだと分かったのだろう。

「仕方がない、今回は見逃してやる。お前、もう二度と俺の店に近づくなよ！」

　小男は老女から腕を離すと、ペンダントを懐に突っ込み、来た道を大股で引き返していった。

「おばあさん、お怪我はないですか？」

　サラは、すぐさま老女に駆け寄った。

　しっかりと立てているし、見たところ傷もないようで、ホッと胸を撫で下ろす。

　落ちくぼんだ眼窩から、灰色の瞳がじっとサラを見返した。

「先ほどの品物は――」

「もう必要ないので、大丈夫です。お気になさらないでください」

　老女を安心させるために、サラはにっこりと微笑んだ。

　実際、あのペンダントを手放すいい機会になったと思っている。

　これで、過去のジェイドとの思い出と綺麗さっぱり決別できたのだから。

　今では、はっきり分かっている。

　あのペンダントをくれたときのジェイドの優しさはまやかしだった。

　すべてはサラを従順な妹に仕立てるための、彼の巧妙な策略だったのだ。

　過去の思い出に縋るのはそろそろやめにして、サラは現実を受け入れなければならない。

　微笑むサラを、老女はもの言いたげに見つめていた。

　そして礼ひとつ告げないまま、逃げるようにその場をあとにした。










　橙色のランプの灯りだけが頼りの暗がりに、淫靡な水音が響いている。

　ベッドに面した壁には、重なり合うようにして、ふたつの黒い影が映し出されていた。

「あっ、ああ……っ」

　一糸纏わぬ姿で四つん這いにされたサラは、ベッドの上で、絶えず嬌声を上げていた。

　きっちりと衣服を身に付けたままのジェイドは、彼女の臀部を抱え込むようにして、とめどなく蜜をこぼすそこに勢いよく指を抜き差ししている。

「どうだ？　内側もいいだろう。内側でも達せられるようになろうな」

「あっ、あっ、あんっ、や……っ！」

「嫌じゃないだろう？　洪水のように溢れているぞ」

　彼が指を動かすたびに、中からジュブジュブという卑猥な音がする。恥ずかしさのあまり耳をふさぎたくとも、この一週間ですっかり快楽を仕込まれた体は言うことを聞いてくれない。彼の指をより深くに求めるように、腰が自ずと揺らいでいた。

「男を誘う術をよく知っているじゃないか」

　妹の痴態を褒めながら、ジェイドが揺らぐ臀部を撫で回す。

　与えられる快楽に応えるように、豊満な乳房が、シーツの上で嫋やかに揺れた。

　いつも胸元で揺れていたブルーサファイアは、今はもうない。だがそのことに一切触れないジェイドは、自分がそれを贈ったことなど、やはりとっくに忘れているのだろう。

　悲しみに耐えるように、サラはあえかな声を漏らし続けた。

「あっ、あぁんっ、あっ、あ……っ」

　ジェイドが、指の動きをより早めた。もう一方の手はお腹の下に回され、熟れた蕾を強く擦りたてられる。

「あ、そこ……っ！」

　下半身がどろどろに溶けたようになって、自分の体が、得体の知れないものにでもなったような心地になった。羞恥心がどこかに弾け飛び、まろやかな尻が高く上がる。

　敏感な二点を休むことなく刺激され、サラは爪が食い込むほど固くシーツを握り締めて、水際に打ち上げられた魚のようにはくはくと浅い呼吸を繰り返した。

「あっ、あっ、あぁ――っ！」

　また、あの白い靄に脳裏を侵食される。体の中心から隅々までビリビリと閃光が伝わって、奥深くで爆ぜた。どろりとした熱い感触が膣から溢れ出し、太腿を伝って流れ落ちる。

　ジェイドの体が離れても、サラはシーツに頭を預けたまま身動きがとれないでいた。膣口はいまだひくひくと痙攣して、快楽の余韻に耐えている。

「この一週間で、いい具合に快楽が染みついてきたな」

　どうにか視線だけを上げれば、満足げにサラを見下ろしている彼の姿が、ぼんやりと目に映った。

「もっと早くにこうしておくべきだった。女は快楽を知ってこそ、男を誘えるというものだ。明日はいよいよ晩餐会だ、以前のような失態は絶対に見せるなよ」

　明日はいよいよ晩餐会――兄のセリフを、いまだ朦朧とした頭の中で繰り返す。

　男を誘う術を身に染み込ませるために、決して処女を散らすことのないよう、ジェイドはサラに快楽だけを教え込んだ。

　サラの体は陛下のものであり、王家とブランシェ家との間に世継ぎをもうけるためのもの。

　だから、もしも明日の晩餐会でサラが陛下の目に留まったなら、彼はもう体に触れてこないだろう。

　そのことを、なぜだか無性に寂しく思った。

　ジェイドに愛情なく触れられるのは死ぬほど辛いのに、それでも触れられることを望んでいる自分もいて、サラの心をざわつかせる。

「明日は忙しい。今日は早く寝ろ」

　ベッドを軋ませ、ジェイドが立ち上がろうとする。とっさにサラは、彼のシャツの裾を掴んで引き留めた。

　怪訝そうに眉を寄せ、「どうした？」とジェイドが振り返る。

「……もっと、触れてくれませんか？」

　潤んだ瞳で見上げながら、掴んだ彼の手を、いまだしとどに濡れている自らの秘所に誘う。

「お兄様の手を陛下と思って、もっと感じたいのです」

　目を閉じ、彼の手をそこに擦りつけた。

　同時に腰を揺らし、甘い吐息を漏らす。

「以前お見かけしたときからずっと、私は密かに陛下に想いを寄せていたのです……」

　怖いほど自然に、嘘が口を衝いて出ていく。ペンダントを失ったあの日、兄の愛情を求めることを、完全に諦めたからだろう。

　――心が得られないならば、せめて体だけでも繋がっていたい。

　男の手を太腿の内側に挟み、盛りのついた雌猫のように腰を揺する妹を見て、フッとジェイドが鼻で笑った。

「いい心がけだ。あれほどの美男だからな、お前が惚れる気持ちもわかる。心があってこそ、体も従順になるというものだ」

　サラが国王リオネルを見たのは、八年前の結婚式のときが初めてだった。

　当時十九歳だった彼は、くせのない金色の髪に、すらりとした体躯を持つ美丈夫だった。兄に負けず劣らずの美男といっても差し支えないだろう。緊張ひとつ見せず、正妃の手を取り余裕の笑みで人々の歓声に答える彼からは、若いながらも王の貫禄が溢れ出ていた。

　あまり政に関心がない王は、政務のほとんどを宰相に任せているが、実際は切れ者でその気になれば類まれなる手腕を発揮するだろうと噂されている。

「仰向けになれ」

　兄に指示された通り、サラは兄の手を離すと、そろりとシーツの上に身を横たえた。

　覆いかぶさってきたジェイドが、胸につくほどサラの膝を折り、腰を高く持ち上げる。

「や……っ」

　自ら触れられることを求めておきながら、兄の目前に秘所だけを曝け出すような体勢に、激しい羞恥心が込み上げた。だが間髪入れずに蜜壺に二本指が差し込まれ、慣らしもなく急速に出し入れを繰り返される。

「あっ、ああんっ、あっ、あ、ひ……っ！」

　ジュボッジュボッというものすごい音が静謐な室内に響き、正常な思考を削いでいく。

　サラは我を忘れて悲鳴に似た嬌声を上げ続けた。

「厭らしい体だ。体だけでなく心まで捧げているとは、陛下のために生まれたようなものではないか」

「ああっ、あああ……っ！」

「ほら、陛下の指だぞ。もっと乱れて、彼を虜にしろ」

「あぁっ、あっ、へいかぁっ……」

　兄の指に掻き出された蜜が、辺りに迸る。あまりの気持ちよさにサラは忘我の彼方に追いやられ、虚ろな目であえぎながら、開いた口から涎をこぼした。

　巧みな動きで早急に高みに追い上げられ、あっという間に果ててしまう。

　全身の筋力が根こそぎ奪われ、サラはぐったりとシーツの上に身を横たえた。曝け出されたままひくひくと震えている秘所を、なおもグチュグチュと撫で回しながら、ジェイドがしたたかに笑う。

「お前のここは乾くことを知らないのか。ギリングス家とソールズベリー家の令嬢も、これほど卑猥な体は持ち合わせていないだろうよ」

　そんな戯れな動きにすら体が疼くのを感じながら、サラは虚無感の中で、自らの心が干上がっていくのを感じていた。










　晩餐会当日。

　サラはジェイドとともに馬車に乗り込み、城を目指していた。

　エタン王国の城は、大陸でも髄一の規模を誇る。幾重もの尖塔を連ねた白亜の宮殿が、高台にゆったりと佇む景色を、サラはそわそわしつつ眺めていた。

　サラは今日、この日のためにジェイドが用意した深紅のドレスに身を包んでいた。

　細かな薔薇のモチーフで縁取られた胸元は、Ｖ字に大きく開いていて、スカートはドレープによって優雅に装飾されている。金色の髪はハーフアップにまとめ、ドレスと同色の薔薇の髪飾りと真珠を散らしていた。

　大勢の人々がひしめき合う場でも目立つようにと、選りすぐったドレスらしい。地味な色味の貞淑なドレスを好むサラは、着ているだけで落ち着かない気分だった。

　一方のジェイドは、細かな銀模様の縫い込まれた、藍色のジュストコールを羽織っている。

　内側からは、ジュストコールと対になっているベストが覗いていた。漆黒のトラウザーズの長い脚を持て余し気味に組みながら、サラの向かいで腕を組んでいる。

「表向きはただの晩餐会だが、実際は王室が計画した側妃選びの場と言っていいだろう。招かれた貴族は、皆そのことを承知している。つまり、敵はギリングス家とソールズベリー家の令嬢だけではない。油断せずに全力で挑んで、必ず側妃の座を射とめろ。何度も言うが、サイモンのときのような失態は見せるなよ」

「はい」

　ジェイドの口調は、いつもより輪をかけて厳しかった。この日のために、彼はサラの教育を徹底してきたのだ。気持ちが昂るのは当然のことだろう。

　失敗は絶対に許されない――そう感じ取り、サラはごくりと唾を呑み込んだ。

　サラは、決して自分に自信がある方ではない。自分のような者が王宮に足を踏み入れるなど、分不相応とすら思っている。だが、もうやるしかないのだ。

「大丈夫だ、サラ」

　伸びてきたジェイドの手が、サラの緊張を解そうとするかのように白い頤おとがいに触れた。

「女の悦びを覚えた今のお前には、滲み出るような色気と気品がある。自信を持て」

「はい、お兄様」

　優しくも残酷な兄のセリフを、サラは素直に受け止めるフリをした。

「他の令嬢方と違って、私は陛下を愛しています。必ず、気に入られてみせますわ」

　失ったブルーサファイアのペンダントもろとも、兄への恋心を封印してからというもの、自分でも驚くほど嘘がスラスラ言えるようになっている。

「さすが俺の妹だ、威勢がいい」

　愉快でたまらないとでもいうように、ジェイドが目を細めて嗤った。










　シャンデリアが大理石の床に輝きを反射させている大広間には、豪勢な衣装に身を包んだ人々がすでに大勢集っていた。

　ジェイドがサラを連れて現れるなり、辺りはどよめきに包まれる。

　誰しもが、社交界の美花形であるジェイドが連れている女性に、興味津々のようだった。というのも、サラは今日に至るまで、こういった社交の場にほとんど姿を見せたことがないからだ。

　少女の頃は幾度か訪れたことがあるが、年頃になってからは、ジェイドがサラを頑なに社交の場には連れて行こうとしなかった。彼曰く、あえて社交界から遠ざけ、こういった特別な場で成長したサラを披露することで、人々の関心を引くのが目的だったらしい。

　やり過ぎなほどの兄の狡猾さには、もはや辟易する。そのくせ周囲には腹黒さを微塵も見せず、代わりにうっとりするほど優美な笑顔を投げかけているのだから、底知れない恐怖すら覚えた。

　刺すような視線を向けていた令嬢達は、サラがジェイドの妹だと知るや否や、揃いも揃って馴れ馴れしく接してきた。男性貴族達は隙を狙ってはサラに話しかけようとしたが、ジェイドが巧みにそれを阻止していく。

「あれが、ソールズベリー家のシンディー嬢だ」

　白いクロスのかかった長テーブルの脇にいる、ベビーピンクのドレスを身に纏った令嬢に目を馳せ、ジェイドが耳打ちしてくる。

　栗色の巻き髪をした彼女は、敵対意識を隠すこともなくサラを睨んできた。

「それから、あそこにいるのが、ギリングス家のイザドーラ嬢だ。美人なうえに気品があると評判らしい」

　ラベンダー色のドレスに身を包んだイザドーラ嬢は、艶やかな漆黒の髪を背中まで垂らした、妖艶な雰囲気の美女だった。イザドーラはジェイドの視線に気づくと、嫋たおやかに微笑みかけてくる。

「お兄様は、あの方とお知り合いなのですか？」

「ああ、社交界は狭いからな。何度か親しげに声を掛けられたが、俺としてはギリングス家の女と仲良くする気はさらさらない」

　心底どうでもいいような口調で、ジェイドが言う。

　イザドーラが兄を特別な目で見ていることを何となく感じ取り、サラは悶々とした。考えてみれば、ジェイドはもう二十四歳だ。自分の結婚についてはまったく触れないが、いつそんな話が持ち上がってもおかしくはない。

「……お兄様は、ご結婚なさらないのですか？」

「二、三年のうちにはするつもりだ。財力と権力があって、健康で、面倒じゃない女がいい」

　給仕係から受け取ったワインをぐいっと飲み干し、ジェイドが言った。外聞だけに固執した非情な結婚感ながらも、サラは彼の未来の妻に嫉妬する。たとえ愛情を注がれなくとも、兄の妻という肩書きを得られることが心底羨ましい。

「だが、今はお前のことの方が大事だ。――ほら、恋焦がれる陛下のお目見えだぞ」

　近衛騎士によって開け放たれた両開きの扉から、若き国王が姿を現した。

　癖のない輝く金色の髪に、澄んだエメラルドグリーンの瞳。中世的な面立ちをした彼は、たしか二十代後半のはずだが、実際はもっと若く見えた。スラリとした体躯に、銀糸と金糸の蔦模様が煌めきを放つ純白のジュストコールがしっくりと馴染んでいて、貴公子という呼び名が怖いほど板についている。

　会場にいた人々が、次々と国王リオネルに挨拶の言葉を述べていく。優雅な微笑を浮かべ、ときには軽口を叩いて場の空気を和ませるリオネルは、青年特有の清々しさと成熟した男の色気を併せ持った不思議なオーラを放っている。

　もちろん、サラはリオネルを見ても心ひとつ動かない。憂鬱な気持ちが、よりいっそう胸に広がるばかりだった。シンディーとイザドーラは、我先にと積極的に彼に接近している。

「先を越されたな。俺達も行くぞ」

　空になったワイングラスを給仕係の持つトレイに載せ、ジェイドが低い声で囁いた。

　だがすっかり怖気づいてしまったサラは、かぶりを振ってしまう。

「……お兄様。あまり急ぐものではありませんわ」

　従順なはずの妹の反論に、ジェイドが怪訝そうに片眉を上げる。

　恐怖を喉元で抑え、サラは続けた。

「恋は、駆け引きだと思うのです。他の方々と同様すぐにお声掛けするよりも、もう少し時間を置いてからの方が、印象に残るのではないでしょうか？」

　何かの小説で読んだセリフをそのまま口にして、兄を説得しようと試みた。

　ジェイドが、声を押し殺したように耳元で嗤う。

「どこでそんな恋の手管を学んだ？　体だけでなく、考え方まで大人になったのか？」

　毎夜のように繰り返された夜の戯れをほのめかされ、サラは顔に熱が集まるのを感じたが、どうにか平生を保つ。

「まあ、お前の言っていることは一理ある。ブランシェ家の未来がかかっているんだ。機をうかがって、必ず落とせよ」

「はい、お兄様」

　その後はジェイドと連れ立ち、貴族達との談笑を繰り返した。シンディーとイザドーラは常にリオネルに寄り添っていて、時折上品な笑い声を響かせている。

「いつ陛下のもとに行く？」とジェイドに何度か聞かれたが、サラは誤魔化し続けた。次第に彼の表情がイラ立ちに変わり、追い詰められていく。

　だが晩餐会が終盤に差し掛かったところで、貴族学院時代の学友達に囲まれ、ジェイドの姿が見えなくなった。サラはここぞとばかりに、一人バルコニーに赴くことにする。

　会場の喧騒が遠ざかり、サラはようやくホッと息を吐いた。

　バルコニーからは、月明かりに照らされた城下町が一望できる。

　柵に手をかけ、夏の終わりの夜風を肌で感じる。

　兄から感じる威圧で押し潰されそうだった心が、ほんの少し癒された。

　――やっぱり、陛下を口説き落とすなんてこと、私には無理だわ。

　もとより、社交的な性格ではない。煌びやかな会場に衣装、人々の偽りの笑顔に囲まれているだけで、息が詰まりそうだった。サラはどうあがいても、ジェイドのようにうまくは立ち回れない。

　――私が陛下の気を引けなかったら、お兄様はどうなさるのかしら？

　駒として役立たないと分かれば、屋敷から放り出されるかもしれない。子供の頃に向けられた優しさは、この日のために周到に用意された偽りで、もともとジェイドはサラに愛情など持っていないのだから。

「ねえ」

　落ち込んでいると、突然背中に声がかかった。

　驚きのあまり、サラは肩を跳ね上げる。振り返った先には、癖のない金の髪を夜風になびかせた、国王リオネルその人が立っていた。

　予想だにしていなかった事態に、毒気を抜かれて声すら出ない。

「そんなところで、一人で何をしているの？　僕は、君が挨拶に来るのをずっと待っていたのだけど」

　くだけた口調だが、優雅な笑みからは、圧倒されるほどの気品が滲み出ていた。

　サラは慌ててドレスを摘まみ、この国の最高権力者である彼に粛々と挨拶をする。

「国王陛下、どうか無礼をお許しくださいませ。私は、サラ・クラリス・ブランシェと申します」

「ブランシェ公爵の妹だね、知ってたよ。それにしても、似てないな」

「そうでしょうか？」

　ジェイドとサラに、血の繋がりはない。だから似てなくて当然なのだが、サラは陛下を騙しているような、奇妙な焦りに駆られた。

　リオネルはエメラルドグリーンの瞳を細めて、サラの顔をまじまじと覗き込んだ。

　サラはたじろぎ、彼に分からないようにごくりと唾を呑み込む。

「彼は狡猾に立ち回る豹のようだけど、君は無欲に咲き誇る薔薇のようじゃないか」

「薔薇だなど、大袈裟ですわ」

　兄以外の異性にここまで距離を詰められたのは初めてで、どうしたらよいかわからず、避けるようにうつむく。そんなサラを見て、リオネルはうっそりと微笑んだ。

「大袈裟なんかではないよ。人の目を虜にする、この世にふたつとない薔薇だ。会場に入ってすぐ僕が君の美しさに魅せられたのに気づかなかった？　それなのに他の令嬢と違って、君だけ挨拶に来ないから、ずっとやきもきしていたんだよ」

　リオネルは、兄とは纏う空気がまるで違った。ジェイドが陰だとすれば、彼は陽である。

　だが言葉の端々に聡明さが見え隠れしていて、本気を出せば優れた政治手腕を発揮するだろうと言ったジェイドの言葉を、サラはどことなく理解した。

「君は不思議な女性だね。女の色香を漂わせながらも、色ごとのいろはも知らない少女のようにも見える」

「……お褒めに預かり、光栄でございます」

　褒められたのか何なのかよく分からなかったが、粗相のないように答えると、リオネルは我慢がならないといったようにプハッと吹き出した。

「いいね。その社交馴れしていない感じもすごくいい、新鮮だ」

　エメラルドグリーンの瞳の奥に、情欲の炎が揺らいでいる。あろうことか彼を避け続けていたことが、本当に功を奏してしまったようだ。

　これはまさに、ジェイドの待ち望んだ展開。

　だがサラは気の利いた返事を思いつかず、焦りから浅い呼吸を繰り返していた。

　すると、にわかに二人の背後に影が差す。

「陛下、ご無沙汰しております」

「やあ、ブランシェ公爵」

　いつの間にか、余所行きの柔和な笑みを浮かべたジェイドが、二人の後ろに立っていた。

「我が妹を、気に入っていただけましたか？」

　リオネルは肩をすくめ、おどけたように笑って見せる。

「策略家の君の罠にかかるのは不本意だけど、認めるよ。君の妹は魅力的な女性だ」

「それは光栄です。サラは陛下に懸想しているのですよ。以前お見かけした際、見目麗しいお姿に心奪われたようです」

「なっ、お兄様……！」

　あけすけなジェイドの物言いに、サラは頬を赤く染める。国王ともあろう人物を前にして、虚言を堂々と吐かれたことにも、内心畏怖を感じていた。

「へえ。それは嬉しいな」

　リオネルは瞳を細めると、弾むような口調で言った。ねぶるような視線が、サラの顔から首筋、胸元へと下りていく。全身を彼の視線に炙られたような心地になって、サラは息苦しさを覚えた。

「陛下、どこにいらっしゃるのですか!?」

　会場から、リオネルを探す従者の声がした。リオネルはようやくサラから目を離すと、やれやれといったようにため息を吐く。

「あいにく、ひとところに長くはいられないんだ。国王ってのも楽じゃない。そうだ、日を改めて、君達をまた王宮に招待しよう。近いうちに手紙を出すよ」

「有難きお言葉でございます」

　ジェイドが深々と腰を折ったのに倣って、サラも淑女の礼でリオネルを見送った。

　リオネルは最後にサラに意味深な笑みを向けると、姿勢よく踵を返す。

　彼の後ろ姿が見えなくなったところで、サラはようやく肩の荷を下ろした。

「やるじゃないか、サラ。陛下はお前のことをお気に召されたようだぞ」

　愉悦を孕んだ声が落ちてきて、サラは隣に立つジェイドを見上げた。

　見慣れた兄の瞳は、見たことがないほどの喜色に満ちている。

　思いがけずして好転した状況が、サラはいまだ信じられない。

　同時に鉛を飲み込んだかのような不安感に襲われたが、兄に悟られないよう、必死に作り笑いを浮かべた。










　リオネルからサラ宛に招待状が届いたのは、晩餐会のちょうど一週間後だった。ジェイドはその日、商会の会合のために屋敷を離れていた。

　彼が待ち望んだ吉報をどういう気持ちで伝えようかと、サラは延々と思い悩んだ。

　だが、日が落ち闇が深まっても、ジェイドは屋敷に戻ってこない。

　夜がすっかり更けたところで、馬を疾走させてきた見知らぬ男が、思いがけない知らせを告げた。

　それは、ジェイドの乗った馬車が崖から転落したという、身の毛もよだつような凶報だったのである。

















第三章　嵐の夜の蜜事












　父である先代のブランシェ公爵に、貴族教育を徹底されていたジェイドは、年端もいかない頃から聡く、隙のない少年だった。聞き分けもよく、素直で、大人達は皆彼を特別な目で見ていた。

　だがジェイドは、その頃からサラの前だけでは素顔を隠さなかった。

　サラがあまりにもみじめでみすぼらしいから、自分を偽る必要などないと感じたのだろう。

　サラが五歳の頃。

『お前、また泣いているのか』

　使用人にいびられ、木陰でべそべそと泣いているサラを見つけたジェイドは、いつものように鬱陶しそうな顔をした。

『泣いてもどうにもならないんだぞ？　いい加減学べよ。どうすればひどい目に遭わされないか考えろ』

『どうすれば、よいのですか……？』

　ひっくひっくとしゃくり上げながら問えば、ジェイドは盛大なため息を吐いて、『いいか、よく聞けよ』と隣にしゃがみ込んだ。

『お前がいじめられるのは、母親の身分が低いからだ。出自のよくないお前が唯一持っている武器は何だ？』

『ぶき、ですか……？』

　サラは、きょとんと菫色の瞳を瞬かせる。

『その見た目だよ。お前は綺麗だ。俺は、お前みたいに綺麗な女の子を今まで見たことがない。美しさに磨きをかけ、教養を身に付け、高貴な男に見初められろ。そうすれば、卑しい生まれのお前のことを、誰もが見直すだろうから』

　面と向かって〝綺麗だ〟などと言われ、幼いながらもサラの胸は高鳴った。

　褒められたことなど、今まで一度もなかったからだ。

　――この人に、もっと褒められたい。

　サラが自ら何かを望んだのは、生まれて初めてのことだった。

『美しさときょうよう、はどうやったらみがけますか……？』

　瞳を潤ませ、たどたどしく問えば、ジェイドはおかしくてたまらないといった風に笑った。

　いつも作り物のような笑みを浮かべている兄が、こんな風に楽しげに笑えることを、サラはそのとき初めて知った。

『俺が教えてやろう。ベソベソ泣かれ続けるのも、もううんざりだからな』

　それからというもの、ジェイドは時間を見つけては、サラに勉強を教えてくれた。本をたくさん貸してくれ、いろいろな話を聞かせてくれた。亡くなったサラの母が孤児院の出だったという話も、その頃聞いたものである。

　ジェイドはいつもぶっきらぼうで、サラが問題を間違えれば、嫌そうな顔を隠そうとはしなかった。だが粗野な態度の裏に潜んだ優しさに、サラはいつの頃からか気づくようになる。

　次第に、兄に勉強を教えてもらえる時間が待ち遠しくなっていった。

『お兄さまの目は、とてもきれいですね』

　あるとき、本を読みふけるジェイドの瞳の美しさに魅せられ、そう告げたことがある。

　ジェイドは怪訝そうに片眉を上げて、『お前の目は節穴か』と言った。

『狼みたいに鋭くて不気味、の間違いだろ？　俺は自分の目が嫌いだ』

　吐き捨てるように言われ、サラは驚く。兄は自分の目がどれほど神秘的で美しいかを、理解していないようだ。

　サラは、小さな両手を精いっぱい伸ばし、彼の両頬に触れた。

　うつむいていたジェイドが、驚いたように顔を上げる。

　――ほら、やっぱり。青くて澄んでいて、すごくきれい。

『お兄さまが嫌いでも、私は好きです』

　海の底に沈んだ宝石のごとく煌めく瞳を見つめ、思いの丈を真っすぐに伝える。

　兄は縫い付けられたかのようにサラを見ていた。

『……そうか。お前は変わっているな』

　ようやく聞き取れるくらいの声量でボソリと呟いた彼の顔は、ほんのり赤みを帯びていた。

　距離が近くなったのは、その頃からだったように思う。

　ジェイドはサラと二人でいるとき、飾らない笑顔を見せるようになった。

　年月を経るにつれ、サラはジェイドへの恋心を自覚していく。

　勢いあまって、お嫁さんになりたいと告げたこともあった。

『……そうなるといいって、俺も思ってる』

　照れ隠しのように視線を外しながらそう言われたときは、天にも昇る心地だった。

　そしてジェイドが十五歳になり、貴族学院の寮に入ることが決まったとき、ジェイドはサラに初めて贈り物をくれた。

『これをお前にやる』

　それは、兄の瞳によく似たブルーサファイアのペンダントだった。

『お前が、俺の目が好きだと言ったから』

　照れたようにそう付け加えたあと、ジェイドはサラの首に、そのペンダントをつけてくれた。

『きれい……。お兄様、ありがとうございます』

　胸元で輝く小さな青い光に魅せられ、嬉しさのあまり、蕾が綻ぶように笑うサラ。

　ジェイドはそんなサラを、見たこともないほど優しい眼差しで見つめていた。










　サラの目の前で、あの頃よりもずっと大人びた顔をしたジェイドが、眠り続けている。

　高熱のせいかその寝顔はひどく苦しげで、吐く息も荒い。サラはベッド脇に置いた手桶で布巾を絞ると、彼の額に浮かんだ汗を拭った。

　夜更けの外は、ひどく暗い。屋敷の中は静まり返っていて、足音ひとつ聞こえなかった。皆、寝静まったのだろう。

　一週間前の馬車の事故で、ジェイドは奇跡的に一命を取り留めた。右足と右腕を骨折していたが、大事には至っていない。だが頭を強く打ったようで、自室に運ばれてからも、意識が戻ることはなかった。

　サラは四六時中、こうしてジェイドに付き添っていた。着の身着のままで、食事もろくに摂らず、看病を続けている。

　ときどき苦しげに唸る彼は、事故の際の恐怖を思い出しているようだ。

「サラ……」と悲しげに寝言を漏らすこともあった。

　こんな状態になってもなお、サラを側妃にしなければという執着に囚われているのだろう。

「お兄様、サラはここにいます」

　そんなときサラは、震える兄の手を握り、優しく声を掛けた。するとジェイドはスッと表情を和らげて、深い眠りに落ちていくのだった。

　リオネルとの約束は、書面にて事情を伝え、延期してもらっている。兄がそのことを知ったら、きっと怒るだろう。だがサラには、こんな状態のジェイドを放って城に赴くなど到底無理だった。










　その夜も、サラは一晩中眠ることなく、ジェイドに寄り添っていた。

　日が昇り、窓の外がすっかり明るくなった頃に、侍女のカミーラが姿を現す。

　カミーラはジェイドと変わらない年で、後ろでひとつに束ねた長い赤毛と、口元の黒子ほくろが印象的な女性である。九年ほど前からブランシェ家に仕えていて、機転が利くことから、侍女頭を任されていた。

「サラ様、いい加減にしてください」

　ベッド脇に腰掛けているサラを見るなり、カミーラが高圧的に言った。

「四六時中この部屋にいらっしゃられたら、私達も思うように動けません。あなたより私共の方が、こういったことは慣れているのですから、いい加減出て行ってくださいませんでしょうか？」

　サラは、幼い頃から使用人達にいびられ続けていた。だが、側妃に選ばれる可能性がある今、以前のようにサラに直接冷たい態度をとる使用人はいない。そんな中で、カミーラだけは、いまだ露骨にサラを蔑み続けていた。

　ここ数日も、ジェイドの傍を離れるようしつこく言われていたが、サラは頑なに居座り続けている。

「サラ様。今から、ジェイド様のお体を拭くのです。そこにいられたら困ります」

「……分かったわ」

　あからさまに邪魔者扱いされ、サラはついに腰を上げた。いつ容態が急変するか分からない彼の傍を離れるのは心苦しかったが、カミーラの剣幕に気圧されてしまう。

「お兄様がお目覚めになったら、知らせてください」

「……覚えておりましたら」

　鬱陶しさを隠そうともせずに、カミーラが返事をした。










　ジェイドが目覚めたのは、その三日後のことである。

　植木バサミを手に、サラが庭先で彼の部屋に飾る薔薇を見繕っていたとき。侍女の一人が、息せき切りながらこちらに声を張り上げた。

「サラ様、御当主様がお目覚めになられました！　サラ様を呼んでおられます!!」

　ジェイドのことが心配で、連日悶々と過ごしていたサラは、喜びのあまり摘んだばかりの薔薇の花を落としてしまう。

　大急ぎで屋敷に戻り、ジェイドの自室に急いだ。部屋の前にはカミーラがいて、渋い表情で部屋に駆け込むサラを目で追っていた。

　燦々さんさんと日の降り注ぐベッドの上で、ジェイドは目を開けて横になっていた。視線の先では、サラが昨日摘んだ花々が、色とりどりの花びらを大きく開いている。

「お兄様、お目覚めになられたのですね……！」

　ベッド脇に駆け寄り、サラが震え声を出すと、ジェイドが驚いたように目を瞠った。

　腕と足に巻かれた包帯と顔の綿紗めんしゃが痛々しいが、表情はしっかりとしていて、幾分か顔色も回復している。

　ジェイドはしばらくの間、時が止まったようにサラを見つめていた。

「サラ……」

　ようやく聞こえたのは、ひどくかすれた兄の声だった。

「ご無事でよかったです。一時はどうなるかと……」

　泣きじゃくりたいのを我慢して、サラはどうにか笑顔を浮かべた。目元が熱いが、涙をこぼさないよう必死に耐える。厳格な兄が、泣き喚くような無様な態度を良しとしないのを分かっているからだ。

　サラを見ながら、ジェイドは訝しげに眉根を寄せていた。サラの前ではいつも饒舌な彼だが、さすがに意識が戻ったばかりではそうもいかないらしい。

「……俺は、どのくらい眠っていた？」

「十日でございます。腕と足を骨折しておられますが、療養すれば完治するとお医者様はおっしゃられていました。馬車で事故に遭われたのは、覚えておられますか？」

「ああ、覚えている」

　ジェイドは彼らしくないぼんやりとした口調で答えると、再度食い入るようにサラを見つめてきた。あまりにも物珍しげに見てくるものだから、サラは一瞬、兄が自分のことを忘れてしまったのではないかと心配になる。

　だが考えてみれば先ほど名を呼ばれたため、それはあり得ないだろう。混沌とする記憶を、頭の中で必死に整理している最中なのかもしれない。

「俺が眠っている間に、変わったことはなかったか？」

「ございません。お兄様の所用は代わりを立てて、何とか滞りなくやっているようです。ただ、ひとつだけお知らせがございます」

　サラは、うっすらと笑みを作った。

「陛下からお手紙をいただきました。お兄様と私をお城に招いて、親睦を深めたいとのことでした」

　サラが側妃になることを誰よりも待ち望んでいる彼ならば、必ず喜んでくれると思った。

　事故のせいか元気がないジェイドに、朗報をもたらすことができて嬉しい。

「陛下から……？」

　眉を顰め、ジェイドが重苦しい声を出す。

「……それで、城には行ったのか？」

「いいえ。お兄様が病に伏しておられたので、延期していただきました」

　正直に答えたものの、サラは内心怯えていた。陛下からの誘いを無下にしたサラの決断を、ジェイドは快く思わないだろうから。

　だがジェイドは、予想に反して黙りこくっている。

　それからかなりの間を経て、「そうか」とだけ答えた。

　長めのまつげが、紺碧の瞳に影を落としている。

　彼らしくない物憂げな姿は、別人のようにすら感じた。

　いつだって、ただそこにいるだけで、誰もが辟易するほどの絶対的なオーラを放っている人なのに。活気を失った兄は、見ているだけで痛々しい。少しでも気持ちを奮い立たせようと、彼が喜んでくれそうな言葉を探す。

「お兄様。必ず陛下に気に入られるように努力いたします。お兄様は、今はお体をもとに戻すことだけに集中なさってください」

　不安な気持ちを胸で抑え、サラはにっこりととびきりの笑みを見せた。

　だがジェイドは、いつものように酷薄な笑みを返すことなく、背筋がゾクリとするほどの仄暗い目を向けてくる。

　そしてすぐ、サラから顔を背けた。

「――少し、一人にしてくれないか？」

「……分かりました」

　リオネルに気に入られることだけを考え、それを態度に示すことを、ジェイドは心から望んでいた。今のサラは、ジェイドが望む妹を完璧に演じられたはずだった。

　それなのに、彼の反応は芳しくない。サラは自分の落ち度がどこにあったのかが分からなくて混乱する。

　速やかにジェイドの部屋をあとにしながら、サラは得体の知れない不安に駆られていた。










　ジェイドの容態は、みるみる回復した。全治には三ヶ月かかると言われていたが、一週間後には松葉杖で屋敷内を歩くようになり、仕事も少しずつ再開した。三週間が過ぎた頃には杖すら不要となり、何事もなかったかのように普段通りの生活に戻っていた。もとより体格がよく、健康だったことが幸いしたようだ。

　だがジェイドは、目覚めてすぐにサラを呼びつけて以降、彼女に会おうとしなかった。

　毎朝サラの様子を見にくることもなくなり、夜の教養ももちろんない。

　突如として厳しい監視の目から解き放たれて、サラはホッとすると同時に、内心不安だった。側妃になる素質がないと、見限られたかのように感じたからだ。

　側妃になれなかったら、サラの存在など、ジェイドにとってはなんの価値もない。

　いったいサラの何が兄の機嫌を損ねたのかは、いくら考えても分からなかった。それでも彼の期待に沿えるよう、サラは側妃になるための日々の精進を欠かさなかった。

　そんなあるとき、ついに城から、再び招待状が届いたのである。










　目が冴えるような、秋晴れの日だった。

　馬車の窓の向こう、峰を連ねる山々は、気温が下がるにつれくすんだ色合いに変わってきている。

　馬車の中で、サラの向かいに座ったジェイドは、終始無言だった。

　腕を組み、目の前にいるサラを視界から遮断するかのように、目線をあさっての方向に向けている。

　城での晩餐会に行く馬車の中、彼に饒舌に語りかけられたことを懐かしく思いながら、サラはうつむいていた。

　最近のジェイドは、以前に増して怖かった。サラを見れば決まって不機嫌そうな顔を見せたし、話しかけてもこない。

　車中に漂う重苦しい空気に息が詰まりそうになっていると、ようやくジェイドが口を開く。

「他にいいドレスはなかったのか？」

　彼からの第一声がまさかそんなこととは思わず、サラは困惑する。

　サラは今日、臙脂えんじ色のサテン地のドレスを着ていた。大きく開いた胸元からは、豊かな胸の谷間がこぼれ落ちそうな勢いで顔を覗かせている。

「お気に召されませんか？」

　胸の谷間を強調して男を誘惑しろというジェイドの助言を汲み、選んだドレスだ。彼は満足してくれるはずだと、信じて疑わなかった。だが予想に反して、その表情は険しい。

　ジェイドは渋い表情のまま、サラの全身を眺め回す。

　胸元や腰に視線を感じたとき、快楽を教え込まれた下腹部がじわりと熱を帯びた。ジェイドには、かれこれ一ヶ月以上触れられていない。そのせいか兄の手を求めるようにそこが疼いて、サラは戸惑いを覚えた。

「……そういうわけではない」

　言葉を濁すと、明らかに腑に落ちていない顔で、ジェイドはサラの体から視線を外した。そんな彼の態度から、サラはドレスの選択を間違ってしまったことを痛感する。

　とたんに胸の奥が軋んで、泣きたい衝動に駆られた。

　どんなに努力しても、彼を満足させてあげられない。自分の本音を押し殺してあれほど頑張ってきたのに、すべてが無駄だったのだろうか。

　膝の上で、掌を固く握り締める。

　――もう、失敗は絶対に許されないわ。

　以前のように、陛下から逃げることはやめにしよう。

　サラは自分の持てるすべてを使って、リオネルに身をゆだねる決意をした。










「やあ、よく来たね」

　たどり着いた謁見室えっけんしつにて、国王リオネルは、人馴れした笑顔でジェイドとサラを出迎えた。

「ブランシェ公爵、この度は大変だったな。その後の体調はどうだい？」

「おかげさまで、私は完治いたしました。御者は療養に時間がかかっておりますが、そのうち良くなるでしょう。幸い谷底はそう深くなかったので、大事には至らなかったようです」

「ははっ、崖から転落したというのに化け物並みの回復力だな。さすが、貴族院時代に剣術大会で名を馳せただけのことはある」

　リオネルが、クスクスと上品に笑う。それから、隣に立つサラに視線を移して、口元を綻ばせた。

「そして君は――今日も女神のように美しいな」

　ジェイドが、隣で身を強張らせる気配がした。もしかするとサラの勘違いだったのかもしれないが、いつも以上に兄の様子に敏感になっているせいで、ささいな変化に気が焦る。

「お褒めに預かり、光栄でございます」

　サラは完璧に淑女の礼を披露すると、リオネルを誘うように、婀娜に微笑んだ。リオネルは一瞬閉口したあとで、サラの笑みに応えるように、エメラルドグリーンの瞳を細める。

　サラとジェイドは天窓から陽光の降り注ぐテラスに通され、紅茶と御菓子を振る舞われた。純白のクロスが掛けられた長テーブルには、スコーンやマフィン、果物の砂糖漬けやマカロンなどの色鮮やかなお菓子が並んでいる。

　語り上手なリオネルは、ジェイドとサラを相手に、終始弁をふるっていた。政治に関する話題から、巷を賑わしている演劇についてまで、話の内容は幅広い。

　リオネルに返事をしているのは、もっぱらジェイドだった。サラはひたすら聞き役に徹し、リオネルと目が合ったら、口元だけで微笑んで彼をひたむきに見つめた。サラを見る彼の瞳に、情欲の炎がじりじりと灯り始める。

「サラと二人きりにしてくれないか？」

　話が一段落したところで、リオネルが満を持してジェイドにそう申し出た。

「……陛下のお望みであれば」

　しばらく逡巡したあとで、ジェイドはリオネルに低い声で返事をした。










　エタン城の敷地内は、すべてを巡るのにおそらく一日を要するほど広大だった。城を取り囲むように円状に造られた庭園は、色とりどりの花々が咲き誇る花壇で埋め尽くされ、白亜の宮殿に彩りを添えている。庭園の外側には、騎士の在中する塔が立ち並び、外敵から城を守っていた。

　リオネルはサラを華麗にエスコートしながら、他愛もない話を続けた。やがて、白亜の支柱が三角屋根を頂いた、瀟洒しょうしゃなガゼボに行き着く。

「日差しが強いから、少し休憩しよう」

　リオネルはごく自然にサラの手を取り、ガゼボの中へと誘った。

「恐れ入ります」

　リオネルに導かれるまま、サラは石造りのベンチに腰を降ろす。

　その隣に腰掛けると、リオネルは微笑みながらサラを見つめた。

　サラは、兄以外の男性と至近距離で接することに慣れていない。そのため、恐怖で胸がドクドクと鼓動を早めていく。それでも怯えを見せぬよう、親愛のこもった眼差しをリオネルから外さなかった。

　うまく振る舞えた自分を、褒めてやりたい。

　だがリオネルは、なぜかプハッと笑いを漏らす。

「今日はどうしたんだ？　この間は子猫のように怯えていたのに、今日はまるで百戦錬磨の妖婦のようじゃないか」

　精いっぱいの演技を見抜かれていたことを知り、サラは真っ赤になった。どんなに背伸びをしたところで、女性馴れしているリオネルの目は騙せないらしい。

「大方、ブランシェ公爵に仕込まれたんだろ？　あれほど腹黒い男も珍しい。もしも僕が君を第二の妃に選んだなら、ブランシェ家は当面安泰だからな。皆は彼を純白の天使か何かと勘違いしているようだが、僕の目はごまかせない」

　図星を並べ立てられ、恥じらうように口ごもるサラを、リオネルは怖いほど澄んだ眼差しで見つめてきた。

「だがたとえ仕込みでも、僕にとっては悪くない。僕はすっかり、君の美しさの虜だからね。こうして触れても、君は怒ったりはしないだろう？」

　伸びてきたリオネルの手が、サラのくびれた腰に触れた。

　女らしい曲線を堪能するように、上下に撫でつけてくる。

「あ……っ」

　まさかそんなところに触れられるとは思っていなくて、サラはたじろいだ。そんな彼女をさらに追い込むように、リオネルが耳元に唇を寄せる。

「キスしたら、怒る？　普通は怒るよね？　恋人でもないのに」

　悪魔の甘い囁きのようだった。腰に手を這わせながら、サラの胸の谷間に視線を落としているリオネルは、サラの心ではなく体を欲しているのがよく分かる。

　だが、彼との間に子を成すことだけを求められているサラには、もとより心を望むことなどおこがましい。それに、本音では彼を微塵も愛していないサラにしろ、然りだった。

　そして何よりも、これはジェイドが心から望んだ展開だ。

　砕けそうになる心を必死に抑え、サラは答える。

「……怒りません」

「それはありがたい。ブランシェ公爵に感謝しないとな」

　フッと吐息に似た笑いを漏らすと、リオネルが顔を近づけてきた。男の吐息をすぐ間近で感じ、サラは凍り付く。慣れた様子で、あっけなく唇が奪われた。

「柔らかい……」

　ジェイドがサラの体を検分するときの声とは異なる、男の情欲を秘めた声。

　覚悟の上だったはずなのに、初めての口づけに、サラは激しく動揺していた。

　畏怖と不快感が、背中をぞわりと這う。

　腰をまさぐっていた彼の掌が滑り下り、ドレスの上から太ももを撫でた。

「もっとしていい？」

　甘えるような声で、リオネルが聞いてくる。すでに重なりそうな位置に唇を寄せている彼は、一応問いかけたものの、サラが断らないことを見越しているのだろう。

　そのとき、二人の上方に影が差す。

「陛下、少々お戯れが過ぎるのでは？」

　ガゼボの中で身を寄せ合っている二人の傍らに、いつの間にかジェイドが立っている。威圧的にリオネルを見下ろすブルーの瞳は、見ているだけで寒気を覚えるほどの冷徹さを孕んでいた。

「しかるべき申し出をいただけるまでは、妹の操を捧げるわけにはまいりません。彼女はまだ輿入こしいれ前の清らかな身ですので」

「手厳しいな。まあ、君らしいと言えば君らしいけど」

　やれやれといったように肩をすくめ、リオネルがサラから距離を取る。

　サラは誰にもばれないように、ホッと胸を撫で下ろした。

　それからリオネルは、サラとジェイドを順々に見やって意味深に微笑む。

「分かったよ。近々、ブランシェ家に使者を寄越そう。婚姻に関する大事な誓約書を持たせてね。これで側妃を迎えろと口うるさい大臣どもも黙るだろう」

　リオネルのセリフから、サラは自分が側妃に選ばれたことを悟った。

　――ああ、ついに。

　このうえない朗報を受けて、サラは胸を弾ませた。これでジェイドをようやく満足させることができる。サラの努力は、無駄にはならなかったのだ。

　だが見上げた兄の表情は、どういうわけか、暗雲が立ち込めたかのように深い陰りを帯びていたのである。

　帰りの馬車の中で、ジェイドは一言も発しなかった。

　終始重苦しい雰囲気で、睨むように窓の外を見据えている。

　――どうして？　私を側妃にしたいと、陛下が直々におっしゃられたのに。

　兄の表情が冴えない理由が、サラにはまったく理解できなかった。

　窓の向こうには、いつしか鈍色の空が広がっている。

「雲行きが怪しくなってきましたね。今夜は雨でしょうか」

　ジェイドの機嫌をうかがうように、そうっと聞いてみる。だが彼は黙り込んだまま、何も答えようとはしなかった。

　浮かない気持ちのまま邸にたどり着き、サラだけが馬車を降りる。多忙な兄は所用があるらしく、そのまま御者に命じて馬車を発車させ、どこかに行ってしまった。










　夕方を過ぎた頃から、雨が降り始めた。激しく窓を叩く雨音を聞きながら、サラは不安に苛まれていた。外出中のジェイドにまた何かあったらと思うと、気が気ではない。

　湯浴みを終え、就寝する頃に、雨音に混じって馬の嘶きがした。窓の外に目を凝らせば、大雨の中、兄が馬車を降りる姿が目に入る。

　――よかった。お兄様は、無事だったのね。

　サラは安堵の息を吐くと、ベッドの中に入り込んだ。

　雨脚はますます強くなり、そのうち雷鳴とともに夜空にピカッと閃光が走る。

　今宵はひどい嵐になりそうだ。

　寝返りを打ったところで、コツコツとドアを叩く音が聞こえ、サラは竦み上がった。

　夜中にサラの部屋を来訪する者といえば、ジェイドしかいないからだ。だがその夜半の来訪も、馬車の転落事故以降すっかりなくなっており、彼である確信が持てない。

「……どなたですか？」

　おそるおそる声を投げかければ、おもむろにドアが開かれた。

　入ってきたのは、やはりジェイドだった。雨に濡れた黒髪から、雫がポタポタと垂れている。紺色のジュストコールも濡れているようだ。屋敷について早々、この部屋に直行したらしい。

「……お兄様？」

　慌ててベッドの上に身を起こし、枕元に提げたランプに明かりを灯しながら、サラは得も言われぬ恐怖に駆られていた。兄の纏う空気が、今まで感じたことがないほどに張り詰めていたからだ。

　薄闇の中で、鋭い紺碧の瞳だけが、ギラギラと妖しく光っている。それはまるで獲物を捕食する前の狼のように獰猛で、見ているだけで背筋がぞくっと泡立った。

　彼は、このうえないほど怒っているようだ。

　昼間のことで、サラが何かしらの失態をしでかしたのは間違いないだろう。

　睨むような目つきをしたまま、ジェイドがゆっくりとサラの方に近づいてきた。

　サラは居竦みながら、自分のどこに落ち度があったのかを必死に考える。

　思い当たるのは、リオネルのキスを受け入れたことだった。

　ジェイドからは積極的に誘惑しろと言われていたが、まだ体を許していい段階ではなかったのかもしれない。リオネルに飽きられるのが、早まる可能性があるからだ。たとえ側妃に選ばれても、子を孕む前に飽きられてしまっては、意味がなくなってしまう。

「ごめんなさい、お兄様……」

　ベッドの脇に立ち上がり、サラは無我夢中で兄をなだめる言葉を探した。

「私、どうしても、陛下のキスを断れなくて……」

　どうやったら兄は、怒りを鎮めてくれるのだろう？

　そうだ、とサラは閃いた。

　リオネルへの愛を口にすれば、ジェイドがいつも喜んでくれたことを思い出したのだ。

「私、陛下のことを本当に愛しているのです。だから嬉しくて拒めませんでした。今後は気を付け……んっ！」

　しかし、頭の中で懸命に考えたセリフは、最後まで声にならなかった。

　唐突に、ジェイドが唇を重ねてきたからだ。

　サラの細い顎先を捉え、噛みつくようなキスが繰り返される。

「ん……は……っ」

　息苦しさからサラが小さく唇を開けば、熱い舌がねじ込まれ、口内をも侵食された。

　それはリオネルにされたような、ただ唇を重ねるだけのキスとはまるで違った。唇をぴったりと合わせ、隅々まで舐め回し、唾液すらもねっとりと捕食される。

　ジェイドの熱が体の芯に流れ込んできて、サラの女の部分が疼き始める。

　唇を奪われているだけだというのに、四肢の力が根こそぎ奪われ、立っていることすらままならなくなった。ジェイドはそんなサラの細腰をがっしりと支え、体を密着し、よりいっそうキスを深めていく。

　――お兄様は、本物のキスの仕方を教えてくださっているのだわ。

　酩酊した気分に浸りながら、サラはぼんやりと考える。

　きっと、リオネルとのキスを見て、サラのあまりのたどたどしさに幻滅したのだろう。

「ごめんなさい……」

　キスの合間にそっと謝れば、「喋るな」と唇のすぐ近くで囁かれた。

　膣に響く、甘い声だった。抑えきれないような情欲が滲んでいて、サラは胸を震わす。

　だが兄が自分を求めるなどあり得ないと、心の中で自分を戒めた。

　ふいに、浮遊感がサラを襲った。

　ジェイドがサラを横抱きにしたのだ。

「お兄様……？」

　困惑しているうちに、ベッドの上にふわりと寝かされた。ジェイドは自らもベッドの上に乗り上がると、すぐにサラに覆いかぶさり、再びキスに没頭する。

「ん……」

　とろけそうなほどに、優しい口づけだった。ジンとした疼きに耐えられず、サラは無意識のうちに膝と膝を擦り合わせる。ウブな唇を散々貪ったジェイドの唇が、今度は顎の辺りにちゅうっと吸い付いた。

　そのままなだらかな首筋にキスの雨を降らし、鎖骨に吸い付いたあと、ジェイドは引きちぎるようにしてサラの夜着の合わせ目をほどく。

　ふるんと躍り出た乳房に、ジェイドは早急に舌を這わせてきた。すでに硬く勃ち上がっていた胸の先も、舌の先で丹念に舐め転がされる。

「あ……っ！」

　触れられるのとは違う感覚が胸の先から伝わり、サラは背筋をのけぞらせる。そのせいで目の前に押し出されるようになった突起を、ジェイドがぱくりと食んだ。

　そこは今まで何度も彼にいたぶられてきたが、こうやって唇や舌で弄ばれるのは初めてだった。義務的にサラの快感を引き出してきたジェイドは、指でこそさんざん刺激を与えてきたが、唇や舌では絶対に触れることがなかったからだ。

　熱いぬめりに、サラはひたすら翻弄されていく。

　ジェイドは胸の先に音をたてて吸い付きながら、もう片方の胸の先を二本指で捉え、痛いほどしごいてくる。薄桃色の乳頭はたちまち隆起し、快感に耐えるように震えた。

「あっ、んぁっ……！　そ、そんなとこ……っ」

「気持ちいいだろう？　ふやけるまでしゃぶってやる」

　低い声が、心臓のすぐ傍から聞こえる。サラの胸の先をねぶりながら、鋭いブルーの瞳がこちらを見上げる様は、ひどく煽情的だった。

「ここだけじゃない。全身、くまなく舐めてやる。俺の熱でどろどろに溶けるまで」

　彼の息は、熱風のようだった。声も、舌も、手の感触も、今までとはまるで違う。本当にすべてが溶かされてしまうのではないかと、サラが心配になるほどに。

「ああ、サラ。お前は、どこもかしこも甘い……」

　さんざん胸を弄んだあとで、言葉通り、ジェイドはサラの全身をくまなく舐め始めた。なだらかな曲線を描く腰から、小さくくぼんでいる臍、生白い脇の下まで、余すところなく舌を這わせていく。

「あぁっ、あ……っ！」

　サラの体を覆っていた夜着は、いつの間にか床に落ち、一糸纏わぬ姿でサラはあえぎ続けていた。

　これも閨の指導の一環だということは、分かっている。

　昼間のサラのキスがつたな過ぎて、ジェイドは指導を再開することにしたのだろう。側妃に選ばれたとはいえ、サラが不出来だったら、リオネルをがっかりさせてしまうからだ。

　だが細かな愛撫のひとつひとつが、本気で愛されているのではと錯覚するほど熱烈で……。ひとときの間、サラはすべてを忘れ、兄から与えられる快感に夢中になっていた。

　ジェイドが、サラの両胸を激しく揉みながら、臍の上辺りに吸い付いてくる。チクリとした痛みすら、甘い刺激に変わっていった。

「あ、あん……っ！　おにぃ……」

　おにいさま、と言いかけて、サラは慌てて口を閉ざした。

　これはただの指導であり、彼を求めてよい場面ではないことを思い出したのだ。

「へ、へいか……。リオネルさま……！」

　かつて仕込まれたように、ここにいない男の名前を必死に叫ぶ。するとジェイドはびくりと肩を揺らし、やにわにすべての動きを止めた。

「………？」

　絶え間なく注がれていた愛撫が中断され、サラはもどかしさを覚える。そろりと下方を見やれば、刃のように鋭い視線と目が合った。

　血の気のない顔をした兄が、暗がりで猟奇的な眼光を放っている。彼がこのうえなく怒っているのが、長年の勘でサラにはすぐ分かった。

　窓の向こうに稲光が走り、部屋が一瞬だけ明るい光に包まれる。サラの不安な気持ちを煽るように、ゴロゴロという雷の音が、静まり返った部屋に鳴り響いた。

「お兄様……？」

　自分はまた、間違ったことをしたのだろうか？

　狼狽えながら、体を起こそうとする。だが早急に足を大きく広げられ、動きが封じられた。下生えのあわいにある割れ目をぐっと開かれ、すでに熟れていた蕾に、勢いよくしゃぶりつかれる。

「あぁ――っ!!」

　体の中でもっとも敏感なそこを、馴らしもなく早急に吸い付かれたことで、サラは一気に高みに昇り詰めた。ちゅううっと引っ張るように吸い上げられると、たちまち脳裏で閃光が弾け、忘却の彼方に追いやられる。体がビクビクと痙攣し、蜜壺から愛液がしとどにこぼれ出た。

　サラが達している最中から、ジェイドは休む間もなく、また執拗に蕾に吸い付いてきた。男らしい節くれだった指が蜜壺に沈められ、とめどなく溢れる蜜を掻き出すように出し入れされる。

「あっ、あっ、もう……っ！」

　再びあっという間に果てたサラは、震える指先でシーツを握り締め、小刻みに痙攣した。ジェイドはなおも濡れそぼったそこを執拗に舐めながら、蜜壺を指で攻めてくる。

　何度も高みに押し上げられ、意識が朦朧としてきたところで、太腿に硬い感触がした。それが何かを悟ったサラは、驚き目を見開く。

　サラの痴態では反応しないはずの兄の雄の部分が、トラウザーズの布を押し上げ、突き出すように膨れている。歓びと背徳感がないまぜになって、サラの胸の奥をざわつかせた。

　兄は素早い手つきでジュストコールを脱ぎ捨て、シャツ一枚になった。続いてトラウザーズをくつろげると、雄芯が飛び出すようにして姿を現す。初めて見る兄の雄は、美しい顔にはアンバランスな獰猛さに満ちていた。先端はすでに透明な液で濡れ、闇間に妖しい光沢を放っている。

　ジェイドは剛直の根元を持つと、ぬかるんでいるサラの花弁にそれを擦りつける。ぬちゃぬちゃという淫靡な音とともに、身もだえしたくなるようなしびれが腰に走った。

　兄の切っ先は、今にもサラを貫きそうだった。

「お兄様、まさか……」

　じわじわともたらされる快楽に打ち震えながら、サラは狼狽える。これまでのジェイドは、サラにどれだけ触れようと、純潔を奪うことは絶対になかった。

　サラはリオネルのものであり、ジェイドが施しているのは愛ゆえの行為ではなく、ただの教育に過ぎないからだ。側妃になる身の上としては、リオネルに抱かれるその日まで、純潔を守り通さねばならない。

「サラ、俺を受け入れろ」

　仄暗い目をしたジェイドが、低い声で呟く。

「どうして……」

　純潔を奪われたら、サラは側妃にはなれない。せっかく待ち望んだ地位が手に入るというのに、どうして兄は、自らそれを壊そうとするのだろう？

　キスが、下手だったから？

　サラは側妃の器ではないと、知らしめるため？

　それはつまり、彼の駒として、サラが用済みということだろうか……？

　混乱の極致に陥ったサラの目に、涙が滲む。ブルーの瞳が、一瞬だけ戸惑うように揺らいだ。だがそれはわずかな間のことで、すぐに陰りを帯びた目つきに戻る。

「サラ。俺が与える痛みを感じてくれ……」

「――――っ！」

　直後、剛直の先が、ウブな蜜路を押し広げて入ってきた。メリメリと内壁が突き破られる痛みが、容赦なくサラを襲う。

　サラは浅い呼吸を繰り返し、おぼつかない手つきで必死に兄の背中にしがみついて、疼痛に耐えた。

　男の色気を漂わす荒々しい息を吐きながら、ジェイドは少しずつ、そこに自らをうずめていった。やがてサラのそこは、彼の昂りを根元まですっかり咥え込む。

　ジェイドは、今まで見たことがないような恍惚とした顔をしていた。細かな呼吸を繰り返している唇にも、サラの様子をつぶさに観察している目元にも、男の色香が霧散している。

「あぁ………」

　痛みから、サラの頬を一筋の涙がこぼれ落ちた。ジェイドは虚ろな目でそんなサラを見やると、舌先で涙を拭い取った。そのまま頬や額にキスを落とし、痛がるサラを労わるように、柔らかな髪を梳いてくる。

　サラは痛みに震えながらも、優しい兄の手つきに悦びを感じていた。彼の腕の中は温かく、大事にされているような錯覚が生まれる。

　兄が、自分を愛することはないと分かっているのに。

　これは愛の交わりなどではなく、彼の思惑通り振る舞えなかった罰だと、分かっているのに。

「……すまない」

　耳元で、ジェイドが小さく囁いた。いつもとは違う優しい声色に、サラはなぜか、胸が苦しくなるような懐かしさを覚える。

　ジェイドが雄芯をゆっくりと動かし、蜜口まで引いた。抜かれるのかと思いきや、もう一度奥まで突いてくる。

「あぁん……っ！」

　ジェイドは初めての刺激に翻弄されるサラをじっくりと眺めながら、ゆっくりと挿送を繰り返した。何度も何度も丁寧に蜜壁が擦られ、痛みでしかない刺激に、未知の感覚が混ざっていく。やがてそれは痛みに勝り、身もだえするような快感が全身を巡った。

　脳内に靄がかかったようになり、甘い刺激で意識が混沌としていく。

「あっ、あっ、あっ、あぁ……っ！」

　兄が挿送を速めるにつれ、蜜口から響くグチュグチュという水音も速度を増していった。それは腰と腰がぶつかり合う肉感的な音と相まって、ひどく淫猥に耳に届く。

「サラ、サラ……っ！」

　跳ねるように揺れる乳房を、ジェイドがめちゃくちゃに揉みしだく。体全体を蹂躙されたような感覚になって、サラの思考はもはや完全に麻痺していた。

　肉食獣に食らわれる草食動物のように、ただ股を開き、兄から与えられる強過ぎる刺激に翻弄されるしかない。

「ああんっ、おにいさまっ……」

　兄に何を訴えかけたいかも分からないまま、涙声で必死に呼びかける。

　最中には彼ではなく、リオネルの名を呼ばなければならないことなど、もはや思惑になかった。

　サラの呼び声を耳にすると、ジェイドはごくりと唾を呑み込み、あえぎ声を漏らし続ける小さな唇に食らうように吸い付いてきた。

「んん……っ！」

　唇を貪られ、胸をこねられながら、ひたすらに腰を打ち付けられる。胸をいたぶっているのとは反対の手が、結合部の少し上にある蕾をぎゅっと摘まんだ時、サラはたまらず悲鳴を上げて果てた。

「ああサラ、達したのか……」

　びくびくと身もだえするサラになおも腰を打ち付けながら、ジェイドが嬉しそうに目を細めた。

　見慣れたしたたかな笑みとは違う、純粋な兄の笑みに、サラはとらえどころのない恐怖を覚える。

　――これは、罰なのに。どうしてお兄様は、私を幸せそうに抱くの……？

　すべてがまた、彼の策略なのだろうか？

　朦朧とした頭でそんなことを思っているうちに、またもや高みに押し上げられる。

「あぁ、おにいさま……っ！」

　ひときわ大きな声で啼くと、兄は火が着いたように腰の動きを速めてきた。

　獣のように荒い息を繰り返すジェイドは、いつもの隙のない彼とは違って、どこか頼りなさを感じさせた。守ってあげたくなるような愛しさが込み上げ、快楽に打ち震えながら、思わず彼の背中をぎゅっと抱き締める。

「く……っ！」

　汗で湿った兄の背中が、サラの抱擁に応えるように大きく震えた。

　子宮の奥に、熱い迸りを感じる。

「あぁぁっ」

　その熱にすら体が反応してしまい、サラは身もだえする。

　息を荒げたまま、ジェイドは恍惚とサラを見つめていた。

　ブルーサファイアの瞳は、なぜか悲しげに揺らいでいる。どうにかしてやりたい思いに駆られ、サラは知らず知らずのうちに、汗に濡れた兄の黒髪をそっと指先で撫でていた。

「サラ……」

　ジェイドは低く唸ると、細切れの息を繰り返している半開きの唇に、優しい口づけを落とした。じゃれるような短いキスを繰り返しているうちに、蜜口に埋まったままの彼の雄がみるみる芯を取り戻していく。

「あ、もう、これ以上は……っ」

　側妃になる身でありながら、兄の子種を腹に宿してしまったかもしれないという恐怖心が、今更のようにサラに襲いかかってくる。必死に逃れようとしたが、強靭な彼の腕はそれを許してはくれなかった。










　ジェイドはその晩、何度もサラを抱いた。

　明け方、くたくたに疲れたサラは、意識を手放すようにして深い眠りに落ちていく。

　――愛してる。

　眠りに落ちる寸前、優しく頭を撫でる感触とともに、甘く囁く声を聞いた気がした。

　だがきっと、幻聴に過ぎないのだろう。

　なぜなら、ジェイドがサラを愛することはあり得ないのだから。

　何があろうと、絶対に――――。

















第四章　届かぬ想い












　翌朝、日がすっかり高くなった頃にサラは目を覚ました。

　情事のあと、体を拭うこともせずに裸のまま眠ったはずなのに、体は清められ、石鹸の香りがする夜着に身を包まれている。

　ジェイドの姿は、どこにもなかった。そっと辺りを見回せば、愛液と破瓜の血で汚れていたはずのシーツも、真っ白なものに換えられている。

　当主であるジェイドがやったとは思えないので、おそらく使用人の誰かが命ぜられてしたのだろう。自分達の関係を他者にも知られたことに、サラはたまらない焦りを覚えた。

　しばらくすると、ジェイド付きの侍女のカミーラがやってきて、「ジェイド様がブランチをご用意して食堂でお待ちです」と告げてきた。

　カミーラの咎めるような視線から、昨夜自分がジェイドに抱かれたことは、やはり屋敷に筒抜けなのだと思い知る。

　たとえ血の繋がりがなくとも、サラとジェイドは兄妹という間柄だ。そのうえサラは、まだ公になっていないにしても、側妃として王宮に上がる身。

　罪の重さに、サラは今更のように怯えた。

　身支度を整え、食堂に向かう。

　庭園に面した窓から燦々と陽光の降り注ぐ長テーブルの奥に、ジェイドは優美に腰掛けていた。

「起きたか。そこに座れ」

　ティーカップを口に運びながら投げやりに言うジェイドは、普段と様子が変わらない。昨夜のことが嘘だったかのような、涼しい顔をしている。

　違和感を覚えながら、サラは彼の真向かいに腰掛けた。すぐに使用人が来て、焼き立てのパンと果物を並べ、紅茶を給仕してくれる。

　あまり食欲がなかったが、サラはどうにかパンだけをちまちま口に運んだ。

　兄が公爵になってからというもの、こうしてともに食事を摂ることがほとんどなかったため、緊張してしまう。多忙な兄は、毎朝の義務的な確認時以外、滅多にサラに会おうとしなかったのに。

　どういった心境の変化だろう、と訝しげに思っていると、おもむろにジェイドが口を開いた。

「家庭教師はすべて解雇した。お前は今日から、好きに暮らすといい」

　こちらを見ないまま淡々と語られたセリフに、サラは目を丸くする。

「え……？　どういうことですか？」

　これまでサラは、側妃としての教養を蓄えるよう、日がな一日家庭教師のもとで指導を受けてきた。それが唐突になくなるということは、サラの役目はもう終わりという意味なのだろうか？

　たしかに昨日、サラはリオネルから、側妃に迎えたいという旨を伝えられた。

　目的を達成したから兄は家庭教師を解雇したとも考えられるが、側妃になることが決まった今、教育は前にも増して必要なように思う。

　それなのに、どうして好きに暮らせなどと言うのか。

　混乱して、サラは食事どころではなくなってしまう。

「言葉通りの意味だ」

　ジェイドはサラの問いかけをすげなくあしらうと、押し黙った。

　それ以上は会話をする雰囲気ではなくて、サラは悶々としたまま食事を終えた。










　奇妙な日々が過ぎていく。

　期せずして数年ぶりの自由を与えられたサラは、読書をしたり、庭を散策したりして、気ままに過ごした。

　通い詰めている孤児院にも頻繁に顔を出せるようになり、子供達を喜ばせた。

　ジェイドとは、朝夕の食事をともに摂るようになった。決して会話が弾むわけではないが、まるで子供の頃の二人に戻ったかのような和やかな時間を過ごしている。

　あの夜以降、ジェイドがサラの部屋に来ることはなくなった。

　そのことに安堵しつつも、寂しさを感じている自分に困惑する。

　この先どうなるのか、漠然とした不安は続いていたが、サラは束の間の休息を密かに満喫していた。










　……――世界は見渡す限り、白い雪で覆われている。

　吹きすさぶ雪嵐が、容赦なく体に吹き付け、芯から体温を奪っていく。

『ハア、ハア……』

　サラは、懸命に前へ前へと歩みを進めていた。

　冷たい雪は、すでにブーツの中まで染み込んでいて、足先の感覚がない。

　体力も限界に近づいていて、倒れそうになるのを寸手のところでこらえる。

　とにかく逃げなければと、そればかりを考えていた。

　少しでも遠いところへ行かない限り、未来永劫幸せが訪れることはないだろう。

　かじかんだ手を握り締める掌の温もりだけが、失神寸前のサラを奮い立たせる。

　この手を、離してはいけない。

　何があろうと、絶対に。

　離してしまえば、私達は引き離されてしまう。

　絶対に、絶対に離さない――……










　瞼を上げると、見慣れた自室の天井が目に入る。

　窓の外は、青紫色の朝焼けに染まっていた。

　どうやら、夢を見ていたらしい。

　そのことは分かるのに、サラはもう、自分がどんな夢を見ていたのか思い出せなくなっていた。

　残っているのは、〝悲しい〟という感情だけ。

　それが何に対する想いなのかも分からない。

　ぼんやりと横に視線を投げたサラは、ベッド脇に腰掛け自分を見ているジェイドに気づき、目を瞠った。

　シーツの上に投げ出された手が、彼の大きな掌にすっぽりと包まれている。

「どうして、ここにいらっしゃるのですか……？」

　使用人ですらまだ寝静まっている時間なのに、当主である彼が起きているのは異様だ。

「昨夜、お前が寝ながら泣いている声を耳にして……、気づけばここにいた」

　ジェイドは目を伏せ、彼らしくない歯切れの悪さでそう語った。

「……もしかして、寝ておられないのですか？」

「いいや。このまま、ときどき眠った」

　繋いだ手を、ジェイドがぎゅっと握り込んでくる。その手の温もりに、なぜか懐かしさが込み上げ、胸が痛くなった。

「どうして泣いている？」

「え……？」

「寝ながらずっと泣いていた。どうしてだ？」

　ジェイドに指摘され、濡れた頬に触れる。

　サラは初めて、自分が今の今まで泣いていたことに気づいた。

「分かりません……」

　サラは、小さくかぶりを振った。悲しいという感情だけはいまだ胸の奥でくすぶっているのに、涙の理由がどうしても思い出せない。

　ジェイドはそれ以上問い詰めてはこなかった。

　横たわったままのサラの手を握り、傍でじっとしているだけだ。困惑するサラを見つめる紺碧の双眸そうぼうは切なげで、彼がどうしてそんな表情をしているのか理解できない。

　このところ、ジェイドは変わった。

　以前のような、権力に固執した腹黒さは消えたように思う。

　兄の変化の理由が分からなくて、サラは怯えていた。

　彼が見せる優しさや切なげな表情に流されそうになるが、騙されては駄目、と強く心の中で戒める。

　以前もそうだったからだ。

　優しかったジェイドは、ある日突然豹変した。

　彼が見せた優しさはすべて、サラを従順にするためのまやかしだった。

　ジェイド・スペンサー・ブランシェとは、そういう男だ。

　心を許してはいけない。

　その先にはきっと、耐え難いほどの絶望が待ち受けているのだから――。

「サラ」

　胸の内で複雑な思いを抱いていると、優しい声で名前を呼ばれた。ブルーサファイアに似た瞳が、慈しむようにサラを見つめている。サラの手を握っている手とは反対の手が、腰まで伸びた金色の髪をそっと撫でつけた。

「国王陛下の側妃が決まった。ギリングス家のイザドーラ嬢だ」

　サラは一瞬、何を言われたのか理解できなかった。

　必死の思いで積み上げてきたものが瞬く間に崩れ去り、愕然とする。

　掌に嫌な汗が浮かんだ。

「ですが陛下は私にお手紙を書かれると……」

「その話は白紙になった」

「白紙に……」

　そのときサラは、自ずとこれまでの理不尽な状況を理解した。

　リオネルは、そもそもサラを側妃に据えるつもりはなかったのかもしれない。

　きっと、サラの何かが不充分だったのだろう。

　だが心優しい彼は、サラの前ではそんな素振りを見せなかった。そしてジェイドだけに、サラの知らないところで、サラではなくイザドーラを側妃に据える旨を伝えた。

　だからジェイドは、あの晩サラを抱いたのだ。

　役立たずの妹を罰するために。

　兄に抱かれた不道徳な女は、貰い手など見つからない。サラなど、その程度の人間だと知らしめるつもりだったのだろう。

　そして教育係も不要となり、全員解雇した。

　兄が急に見せた優しさは、嘲りに似た憐みに過ぎなかったのだ。

「どうしてですか……？　私は、陛下を愛しているのに……」

　紐解くようにすべてを理解しても、サラは食い下がれなかった。密かに慕っているジェイドに用済みのレッテルを貼られるのは耐え難い。

　すると今までの優しい雰囲気から一転して、ジェイドは瞳に影を落とす。

「追い縋っても無駄だ。もう決まったことだからな」

　辺りの空気が一気に冷え込むような、憎しみのこもった声だった。

　重い沈黙が、静まり返った室内に落ちる。

　兄のイラ立ちが分かりやすいほど伝わってきて、背筋が震えた。

　これがおそらく、ジェイドの本音なのだ。

　あれほど手をかけたのに、側妃の座を射とめられなかったサラを、激しく憎んでいる。

　――自らの手で汚して、行き場をなくすほどに。

　サラは、震える息をどうにか飲み込んだ。

「私は……」

　この先どうすればよいのでしょうか？　とは最後まで聞けなかった。

『お前はもう用済みだ』『屋敷を出て行け』。

　そんな言葉が兄の口から放たれることを、心底恐れたからだ。

　項垂れるサラに、ジェイドは何も声を掛けてはこなかった。

　そしてサラを振り返ることもなく、黙って部屋を出て行った。










　それからのサラは、ジェイドにいつ追放を言い渡されるかと怯えながら暮らした。

　だが予想に反して、ジェイドはそのような素振りを見せなかった。それが余計に不安感を煽り、息が詰まりそうな日々を過ごす。

　いつしか遠くに見える山々が色濃くなり、肌寒さを感じる季節になった。

　側妃になれなかったことを告げられて以降、サラはジェイドとはほとんど話をしていない。形式的に朝夕の食事はともに摂るが、それだけのことである。

　ジェイドはサラに会うたびに、怒っているようにも傷ついているようにも見える顔をした。その度にサラは自分の不甲斐なさを思い知って、打ちひしがれるのだった。

　外気が凍てつく初冬のことだった。

　ジェイドは商会の会合のために、一週間ほど隣国に滞在することとなる。

　その日サラは、孤児院に持参するパンを焼くために厨房にいた。

　ふっくらと焼けた丸い砂糖パンを、籠にこんもりと盛る。今日は午後から、いつもの御者に頼んで孤児院に足を運ぶつもりだった。

　先にパンだけ馬車に乗せておこうと、籠を手に庭を歩む。すると馬車付き場の前で、侍女頭のカミーラと出くわした。

　カミーラは通せんぼをするように、サラの前に立ちはだかる。

　まるでサラがここに来ることを知っていて、待ちぶせしていたかのようだった。

「お話がございます」

　威圧的に言うと、カミーラはサラを冷たい目で睨んだ。嫌悪感がピリピリと伝わってきて、否が応にも竦んでしまう。

　サラがジェイドに抱かれたあの夜から、カミーラのサラに対する態度は、前にも増してぞんざいになっていた。出くわすたびに軽蔑するような目で見られ、肩にわざとぶつかられたことも一度や二度ではない。

「……何でしょう？」

「いつまで、このお屋敷にいるおつもりですか？」

　カミーラの歯に衣を着せぬ物言いに、サラは一瞬呼吸が止まりそうになる。今まさに思い悩んでいたことを面と向かって口にされ、頭の中が真っ白になった。

「ご自分でもお気づきでしょう？　ジェイド様のお望み通り側妃になれなかったあなたは、もはや不要なのです。そもそもあなたは、ブランシェ家とは何の血縁もない下賤の生まれ。それでも役に立つならと情けで置かれていたものの、何の役にも立たなかった。ジェイド様はあなたの処遇を持て余し、困っておられるのです」

　カミーラの言葉はすべて的を射ていて、サラの胸に容赦なく刺さる。

　動悸が早まり、呼吸が震えた。

「分からないのですか？　ジェイド様は思い通りにならなかったあなたを、その手で汚すほど憎んでおられるのです。決して、愛しているからあのような行為をなさったわけではございません。ジェイド様は、あなたがこの屋敷から出て行くことを望まれています。私にはっきりそうおっしゃいました」

　今までの憶測をすべて裏付けるようなカミーラのセリフは、ぎりぎりで繋がっていたサラの気力を奪うには充分だった。

　ジェイドが何も言わないことをいいことに、そのまま屋敷に居座っていたが、彼の本心を知って心が激しく揺れ動く。

「ご自分がどうするべきか、もうお気づきですよね？」

　嘲笑うかのようなカミーラの声。

　何も言い返せずにいるサラを、カミーラは最後に冷淡に一瞥するとどこかに消えた。

　サラは、放心状態のままその場に立ち尽くす。

　これ以上、この屋敷にいない方がいいのは明らかだ。

　――でも、出て行くにしても、どこに行けばいいの？

　学校にも行ったことがなく、社交界にもほとんど足を運んだことがないサラは、友人と呼べる存在がいない。ましてや、親戚も皆無だ。ブランシェ家の親戚なら会ったことがあるが、決して近しいわけではなく、他人も同然である。

　だが兄の本音を知ってしまった以上、もうここにはいられなかった。

　このまま居座っても、彼のお荷物になるだけだ。

　途方に暮れ、項垂れていると、手に提げた籠が目に入った。

　こんもりと盛られた焼き立てのパンが、香ばしい匂いを放っている。

　パンを手にしたときの子供達の笑顔が目に浮かんだ。

「――そうだわ……」

　サラはあることを思いつき、籠をぎゅっと胸に抱く。

　――あそこなら、役立たずなうえに穢れた私でも、受け入れてくれるかもしれない。










「そうですか。人手不足のこちらとしては、大歓迎ですよ。子供達も喜びますしね」

　孤児院にて住み込みで働きたいと申し出たサラを、シスターアビゲイルは、快く受け入れてくれた。

「シスター、ありがとうございます」

「でも、本当によいのですか？　心残りはありませんか？」

　シスターアビゲイルの慮おもんぱかるような問いかけに、サラは一瞬閉口した。

　ジェイドに黙って出て行ってしまったことを、少なからずとも気にしていたからだ。

　だが面と向かって出て行くと報告すれば、彼のホッとした顔を目の当たりにしてしまう。そんな些細なことが、密かに彼に想いを寄せるサラには耐え難かった。

「大丈夫です。そもそも貴族の血の流れていない私は、ブランシェ家にいてよい人間ではないのですから」

　心配そうなシスターアビゲイルに、精いっぱいの作り笑いを向ける。そんなサラを、シスターアビゲイルはもの言いたげに見ていたが、それ以上は深堀りしてこなかった。彼女の心遣いに助けられ、サラは兄に対する罪悪感を、どうにか心の奥に沈める。










　慎ましくも穏やかな、孤児院での日々が始まった。

　朝は早くに起きて、建物中を掃除する。そのあとはシスターアビゲイルとともに朝食作りに勤しみ、終われば赤ん坊の世話が待っていた。日中は子供達に文字を教え、ともに庭を駆け回り、子供達を引き連れて散歩にも出かけた。

　余計なことを考えないようにするために、忙しさにかまけて、サラはあくせくと働き続けた。時折ジェイドのことを思い出し、気持ちが沈むこともあった。だが子供達の笑顔に囲まれているうちに、うつうつとした気持ちが和らいでいく。

　気づけば、カミーラにジェイドの本音を告げられたあの日、書き置きすら残さず着の身着のまま孤児院に身を寄せてから、一週間が過ぎていた。

　ある日のこと。サラは買い物に行くために、一人で外出していた。

「ええと、小麦粉と、トウモロコシと、お砂糖と……」

　シスターアビゲイルから言付かったものを、忘れないようにと唱え続ける。孤児院近辺でも食材は買えるが、市場まで足を伸ばせば、格安で手に入れることができる。予算よりも安く買い物を済ませ、余ったお金で子供達に飴を買って帰るつもりでいた。

　子供達の喜ぶ顔を想像したら、足取りも軽くなる。

　サラは気合十分に、薄汚れた路地を、市場に向けて歩き続けた。

　目的地まであと少しというとき、街角に人だかりができていた。大道芸人が芸でも披露しているのかと思い、背伸びをして中を覗き込んでみる。そして、すぐに後悔した。

　人だかりの真ん中では、一人の小男が、数人の大柄な男によって見るも無惨に暴力をふるわれていた。

「ひぃぃぃ！　どうか、どうかお許しくださいっ！」

　四方八方から蹴りを受けている小男は、地面に這いつくばりながらか細い声で許しを乞うている。衣服はところどころ擦り切れ、血が滲んでいた。大柄な輩達はゲラゲラと笑いながら、身を小さくしている男をなおも蹴り続けている。

　周りを取り囲んでいるやじ馬は、男を助ける様子もなく、劇でも見物しているかのように騒ぎを傍観していた。

　――なんてひどいことを……！

　見るに堪えられなくなったサラは、顔を背ける。

「許すも何も、金さえ払ってくれりゃあいいんだよ！」

「謝ってる暇があったら、金目の物を出せ！　借金こさえたのはお前だろ!?」

　輩達の発言から察するに、どうやらこの男は、借金で首が回らなくなりこのような目に遭っているらしい。だが、たとえ男の自己責任だとしても、暴力による戒めは許せなかった。

　どうにか助けたいが、サラは自分が非力なのを分かっている。割り込んだところで、何の役にも立たないのは目に見えていた。

　拳を握り心の中の葛藤に耐えていると、小男の甲高い叫び声が耳に届いた。

「あんた……っ！」

　傷だらけの体を無理矢理立たせ、小男が勢いよくこちらへと迫ってくる。そしてなぜか、人混みの中にいるサラの手をぐんと引っ張った。

「え……っ!?」

　突然のことに理解が追い付かないでいるうちに、サラは輩達の前に押し出されていた。

　反動でよろめき、冷たい地面に膝を付く。わけが分からず目を剥いているサラに、鬼のような形相をした小男が詰め寄った。

「あんた、あのコソ泥婆ばばあを助けた女だなっ!?　俺に青い宝石を寄越しただろ!?」

　サラはハッと目を見開いた。いつぞやの出来事を思い出す。

　たしかに何ヶ月か前、この男の店からパンを盗んだ老女を救ったことがあった。老女を助ける代わりに、サラはジェイドから贈られたブルーサファイアのペンダントをこの男に手渡したのだ。

　それとサラが引っ張り出されたことにどう関係があるのかは分からないが、事実は事実である。小さく頷くと、男はサラを責め立てるように喚き散らした。

「あれじゃあ足りなかったんだよ！　あの婆に泥棒を働かれたおかげで、俺は借金を抱えたんだ！　あれっぽっちの宝石じゃあ、たいした金にはなんねえ！　おかげでこのザマだ、全部あんたのせいだ！　今すぐに、もっと金目の物を寄越してもらおうじゃないか！」

　あのとき老女が盗んだのは、丸パン数個である。その程度であれば、ブルーサファイアを売った金で、充分過ぎるほどまかなえただろう。それに、パンをほんの少し盗まれただけで男が借金を抱えたとは考えにくい。

　理不尽な言い分を当然のようにサラに突きつけてくるこの男は、絶体絶命のこの状況を、何とかして切り抜けようと必死のようだ。

「ほら、金目の物を出せよ？　そんな成りをしているが、本当はいいところのお嬢さんなんだろ？　宝石を首からぶら提げていたんだから」

「なんだ？　この女からむしり取ればいいのか？」

　小男の言葉を鵜吞みにした輩の一人が、サラに近づいてきた。

　男はサラの顔をまじまじと見つめると「こりゃあ、よく見りゃ相当なべっぴんじゃねえか」と下劣な笑いを浮かべる。

「……私は、金目のものなんて持っていません」

　サラは地面に座り込んだまま、必死にかぶりを振った。

「そもそも、その人の言ってることは滅茶苦茶です。お婆さんが盗んだパンはほんの少しでしたし、それにあの宝石は――」

「お？　金か？」

　籠をひったくった輩の一人が、中から布袋を取り出すのを目にして、サラは息を呑む。そこには、買い物のためにシスターアビゲイルから預かったお金が入っていた。

「それだけは、やめてください！」

　サラは青ざめ、輩から袋を取り戻そうと懸命に手を伸ばした。だがその男は、サラをからかうように袋を高く掲げると、ニヤニヤと嫌な笑いを浮かべる。

「金を寄越せないんじゃあ、しょうがねえ。その体で払ってもらうしかないな」

　サラは身の危険を感じ、とっさに逃げようとした。だがあえなく両腕をがっちりと固定され、身動きが取れなくなる。

「いやっ、離して……っ！」

　抗おうにも、思い通りに動けない。多くのやじ馬が見守る中、サラは引きずられるようにして、路地裏へと連行された。

「どこの娼館に売り飛ばそうか」

「これほどの上玉だ。きっと高く売れるぞ」

　恐怖で青ざめているサラの顔をあらゆる角度から眺めながら、男達がケタケタと笑い声を響かせる。奥へと入るにつれ、人通りは皆無になった。

「なあ、お前ら」

　閑散とした小路を進みながら、サラを羽交い絞めにしている男の一人が、震える彼女の体を見下ろす。そしてニタリと厭らしい笑みを浮かべた。

「どうせなら、売りさばく前に俺達でこの女を――ギャッ!!」

　言い終える前に、男はその場に倒れ込んでのたうち回る。

「痛え、痛え！」と喚き散らす彼の肩からは、鮮血がドクドクと流れ出ていた。

「なんだ、急にどうし……ヒイィッ！」

　仲間の異変に驚き、後ろを振り返った別の男が、目前に迫る刀剣に悲鳴を上げた。

　瞬きをする間もなく右腕に一太刀を受けた男は、よろめいて地面にうずくまる。

　突然のことに、サラも現状を理解できないまま後ろを振り返った。

　そこには、寂れた路地には不似合いな威圧感を放つ男が立っていた。

　剣先を真っすぐにこちらに向け、狼に似た鋭い碧眼を光らせている。

「その女を離せ」

　信じられなくて、サラは喉を震わせる。

「おにい、さま……」

　ジェイドはサラを一瞥してから、残りの男に視線を戻した。

「死にたいか？　殺しても構わない。俺は本気だ」

　地響きに似た低い声が、狭い路地に反響する。

　ジェイドが手にしている剣の切っ先は、今しがた切りつけた男達の血で朱に染まっていた。殺意の漲る視線に怖気づき、男は即座にサラから身を離す。

「わ、わわ、わかったよ！　悪かったよ……っ！」

　男は媚びへつらうような笑いを浮かべ、じりじりと後ずさると、全速力でその場から立ち去った。

「おい、待てよ……！」

　ジェイドの太刀を受けた男達もどうにか立ち上がり、肩や腕を押さえながら、仲間のあとを追う。

　男達が路地の先に消えるのを見届けると、ジェイドは華麗な手仕草で、血濡れた剣を鞘にしまった。

　それから、サラに向き直る。

　どうして兄がここにいるのかという驚きと、助けてくれた戸惑い、それから怒られるのではないかという恐怖がないまぜになって、サラの胸に押し寄せていた。

「お兄様、どうしてこんなところに……」

「ずっと、お前を探していた。ジェームズがようやく口を割ったんだ」

　ジェームズとは、サラがいつも孤児院まで馬車を出してもらっていた、寡黙な御者である。

　ずっと探していたなどというあり得ないことを言われ、サラは面食らった。

「なぜ、何も言わずに屋敷を出た？」

「それは……」

　ジェイドにとって、サラは不要な存在であるはずだ。彼の思惑通り側妃になれなかった、穀潰ごくつぶしの役立たず。

　だが微かに声を震わせながら問いただす彼からは、怒りというよりも、戸惑いが滲み出ている。まるでサラが屋敷を出て行ったことが、不本意だとでも言うように。

　ジェイドが何を考えているか分からず、サラは屋敷を出た理由を言いあぐねていた。

　するとジェイドが、「いや、答えなくていい」と穏やかな声を出す。

「分かってる、悪いのはすべて俺なんだ。お前は誤解したんだろう。俺が真実を語らなかったのが悪いんだ。お前の愛情が他の男に向いているのに嫉妬して、大人げない態度を取り続けた」

　深いブルーの瞳が、真っ向からサラを射抜いた。

　見たことがないほどひたむきな眼差しを受け、サラは思わず呼吸を忘れる。

「……何を、おっしゃっているのですか？」
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「サラ、愛している」

　ジェイドのその一言は、サラにとっては青天の霹靂へきれき以外の何でもなかった。

　兄が、私を愛してる？

　あり得ない、あり得ない、あり得ない――――。

　幻聴でも耳にしたのかと、サラは訝しげに眉を寄せた。

　するとジェイドはぎゅっと唇を引き結び、なぜか苦しげな顔をする。

　そして唐突に手を伸ばすと、立ち尽くしたままのサラの身を引き寄せた。

　あっと思ったときにはもう、サラはジェイドの腕の中に閉じ込められていた。

「ずっと愛してた……。本当は、気が遠くなるほど長い間、お前をこうして抱き締めたいと思いながら生きてきたんだ」

　耳元で囁かれるジェイドの声には切羽詰まるものがあって、サラをますます混乱させる。

　――お兄様が、私を？　そんなこと、あるわけがないじゃない。

　きっと、自分にとって都合のよい夢を見ているのだ。

　ブランシェ家の駒としてしかサラを見れないジェイドが、愛を告白するなど考えられない。兄はおそらく、側妃に選ばれなかったサラを憐れんで、その場しのぎの戯言を言っているのだろう。

「そんな、お戯れを」

「戯れなどではない、これこそが真実だ」

　ジェイドは狡猾な人間だ。これもすべて、計算ずくのことに違いない。

　サラはそう考えをまとめると、邪念を振り払うように小さくかぶりを振った。

「そんなわけがございません。お兄様が、私を愛しているなんて……」

　ジェイドがこの先誰かを愛することがあったとしても、サラだけは例外だ。

「子供の頃のように、また私を翻弄なさろうとしているのでしょう？」

　自分自身を戒めるように、強い声を出す。

　ジェイドの顔が、絶望に歪んだ。

「どうすれば信じてくれるんだ……」

　悔しげに紡ぎ出されたその声も、サラにはしらじらしい演技にしか聞こえない。これ以上翻弄されたくなくて、彼の腕の中からどうにか逃れようとする。

　だがジェイドは、サラの抵抗を許しはしなかった。

　サラが体をよじれば、ますますきつく胸に閉じ込める。

「離してください！　お願い、離して……！」

「離さない」

「もう、まやかしはこりごりなのです！　お願いですから……！」

　そのとき。

「――どんなに愛を囁いても、想いが彼女に届くことはありません」

　耳慣れない声が、二人の間に落ちてきた。

　薄汚れたフードを目深にかぶった老女が、すぐそこに立っている。落ちくぼんだ灰色の瞳が、見透かすような視線を二人に向けていた。

　彼女の姿に、サラは見覚えがあった。

　先ほどの小男からペンダントと引き換えに救ったあの老女だ。

「あなたは――」

　すると突然頭の中に閃光が弾け、一瞬にして何も考えられなくなる。

　急速に手足から力が抜けて、サラは兄の体にぐったりともたれかかった。

「サラ……っ！」

　密着しているジェイドの呼び声が、まるで水底から響いているかのように遠く聞こえる。

　そしてサラは、あっという間にプツリと意識を手放した。

















第五章　封印された過去












　ジェイドは年端もいかない頃から他人より頭が良く、なんでもこなせた。

　どんな物事も冷静に考えることができたし、公爵家の嫡男として生を受けた自分が何をすべきかも理解していた。

　血の通わない目をした、子供らしくない性分のジェイドを、周りの大人達は恐れて敬遠した。父ですら、よく苦笑いを見せたものだ。

『我が子ながら、恐ろしいほどにお前は醜悪な性格をしている。権力のためなら、肉親をも犠牲にしかねない勢いだな。血の通った者を抱くことも躊躇しないだろう』

　ジェイドは父のその言い分が、理解できなかった。

　貴族に生まれた以上、他人を蹴落とし、近しい者を利用してのし上がるのは当然のことと思っていたからだ。

　その気になれば、父の言うように、彼を殺すことも近親者を抱くことも厭わないだろう。

　ジェイドの母は、奔放で男遊びの激しい女だった。

　政略結婚ゆえ、父との間に愛情はなく、父が留守の時を狙っては若い男を屋敷に連れ込み閨事を愉しんでいた。もちろん、ジェイドへの愛情もない。ジェイドは母に抱かれた記憶はおろか、声を掛けてもらった記憶すらほとんどなかった。

　母はおそらく、子供をかわいいと思えない気質だったのだ。そして自分が公爵夫人という高貴な立場にいることも、本当の意味では理解していなかった。

　父はそんな母のことを、〝外聞が悪い〟とよく陰で罵っていた。

『あの女の醜態が世間に知れたら、ブランシェ家の恥だ。上級貴族の地位も危うくなるだろう』

　父の苦々しげな独白を耳にした幼いジェイドは、あるとき、寝室で男とベッドをともにしている母のもとへ向かった。

　小さな手に不釣り合いな重厚な剣を握り締めて。

『死にたくなければ、今すぐにこの屋敷を出て行け』

　自分に真っすぐ剣を突きつける幼い我が子を見て、母は化け物でも目にしたかのように顔を歪めた。

『ああ、私は血も涙もない獣の子を産んでしまったのね。狼みたいに鋭くて、なんて不気味な目なの』

　母は嘲るようにそう言い残すと、その日のうちに屋敷を出て行った。

　自分のしたことは間違っていないと、ジェイドは分かっていた。

　父も、ジェイドの行動を心から褒めてくれた。

『これは将来が期待できるな。お前が公爵位を継ぐ頃には、ギリングス家にもソールズベリー家にも劣らない、最高の地位を手にできるだろう』

　だがどういうわけか、最後にジェイドの目つきを罵った母の声は、いつまでも耳に残って離れなかった。

　母がいなくなって間もなくして、父は妾を屋敷に迎え入れた。見事な金色の髪をした、見たこともないほど美しい女だった。彼女は他の男との間に子を身籠っていて、出産後すぐに亡くなった。

　産後の肥立ちが悪くて亡くなったということになっていたが、実際はそうではなかった。父が毒を盛って殺したのだ。

　なぜなら父の目的はその女ではなく、腹の中の赤子だったからである。

　父は、ブランシェ家の地位を不動のものとするために、王家との繋がりを欲していた。そのためには、王家と婚姻を結ぶのが手っ取り早いと考えていた。

　だが、ブランシェ家に現在九歳の王太子と婚姻を結べるような令嬢はいない。そのうえ父はジェイドが生まれてすぐ流行り病にかかり、新たな子を成せない体になっていた。

　だから子を宿している絶世の美女を、屋敷に招き入れたのだ。女の子が生まれたら、ブランシェ家の令嬢として、将来王室に輿入れさせるために。

　父の期待通り、生まれたのは息を呑むほど美しい女の赤子だった。

　乳白色の肌に、輝く金糸の髪。

　澄んだ夜明けの空のような、菫色の瞳。

　――それが、サラだった。

　サラは見かけこそ美しかったが、みじめな子だった。使用人達にいじめられ、よく庭の木陰でめそめそと泣いていた。いつもビクビクした目で大人達を観察していて、見ているだけで嫌気がした。

　父はサラに淑女教育を施すよう使用人達に命じていた。

　だが彼らは言うことを聞かず、サラをほったらかしにしていた。自分より身分の低い女の娘を躾けるなど、彼らの矜持きょうじが許さなかったのだろう。

　実際、ブランシェ家の使用人の質はよくなかった。彼らは父の前ではいい顔をしていたが、いないところではやりたい放題だった。

　それもこれも、多忙な父がほとんど屋敷にいなかったことが要因である。

　ジェイドは、美しい少女が、将来ブランシェ家の命運を分ける切り札になるであろうことを予感していた。

　だから仕方なく、自らみじめな義妹を躾けることにした。

　関わるうちに、サラはいつしか、ジェイドにだけ笑顔を見せるようになった。

　どうやら、親切心からジェイドがサラの面倒を見ていると思い込んでいるらしい。

　母を殺され、利用されているとも知らず、とことんまで馬鹿で哀れな子だった。

　だが自分だけに向けられる彼女の笑顔を見ているうちに、埋もれていたジェイドの真心が疼くようになる。流氷が陽光に照らされ溶け出すように、幼い頃から培ってきた鉄壁が崩れていった。

『お兄様の目は、とてもきれいですね』

　あるとき、澄んだ瞳でそう言われ、ジェイドは心底驚いた。

『お兄様が嫌いでも、私は好きです』

　そのときどういうわけか、この血の繋がりのない妹が、いつか自分の傍を離れていくことを無性に寂しく感じた。寂しいという感情を抱いたのは、ジェイドにとって、生まれて初めての経験だった。

　それから、ジェイドの気持ちに明確な変化が訪れた。

　ずっと、サラの笑顔を見ていたい。

　サラが泣いていたら、胸が苦しい。

　十五歳になり、貴族学院の学生寮に入る前日、自分の瞳に似たブルーサファイアのペンダントをサラに贈った。自分のいない間に、泣き虫な彼女が悲しまないようにと。

　あのとき彼女が見せた花開くような笑顔は、いつまでも脳裏に焼き付いて離れてくれなかった。

　思い出すたびに、胸の奥がぎゅっと疼き、切なさが込み上げる。

　忘れなくてはと思った。

　自分を惑わす感情は、貴族社会に生きる上では邪魔でしかない。

　利己的に、情け容赦なく生きなければ、寝首を掻かれて痛い目に遭うだろう。

　サラのことを思い出したくないがために、貴族学院での五年間、ジェイドは一度も実家に戻らなかった。

　彼女に再会したのは、ジェイドが二十歳、サラが十四歳のときである。

　ジェイドの記憶の中では少女でしかなかったサラは、美しい女性に変貌しつつあった。

　腰まで伸びた、金色の波打つ髪。芸術的な曲線を描く、成長途中のみずみずしい肢体。

　長い金色のまつ毛に縁どられた菫色の瞳は目を奪われるほど澄んでいて、ふっくらとした小さな薔薇色の唇は触れたくなるほど魅惑的だった。

『お帰りなさいませ、お兄様』

　恥じらうように、けれど歓びを隠し切れない様子でそう告げられた時、頑なに抑えてきた想いがジェイドの心の中で弾けた。

　――彼女を、誰にも奪われたくない。もしもほかの男が触れたなら、そいつをズタズタに引き裂いて殺してやる。

　権力も、自分の立場も、何もかもがどうでもよくなった。

　――サラが欲しい。他は何もいらない。

『サラ、俺はお前を愛している』

　愛を告げたのは、再会してから半年後だった。

　遠い昔、ままごとのような結婚話を交わし合った、屋敷の裏手にある丘でのことだった。

『私も、お兄様を愛しています』

　サラは頬を薔薇色に染めて、そう答えてくれた。

　天にも昇る心地だった。

　これほどの幸福が、この世にあるのかと驚くほどに。

『一生大切にする』

　ジェイドは胸にサラの華奢な体を閉じ込め、自らに固く誓った。

　凍り付いた心を溶かしてくれた、自分だけの小さな少女。

　たとえこの先何があろうと手放すつもりはない。他の男に触れさせるなど論外だ。

　ジェイドはその日のうちに父のもとに行き、自分の決意を打ち明けた。

　サラをこの世の何よりも愛していると。ゆくゆくは彼女を自分の妻にしたいと。

　すると父は、悪魔の讃美歌のようなおぞましい笑い声を響かせた。

『とち狂ったか、ジェイド。鉄壁のお前の心を揺るがすとは、あれはとんでもない悪女に育ったものだな』

　それから父は身を乗り出し、射殺いころさんばかりの目つきでジェイドを見据えた。

『お前を惑わしたサラは殺す。頭を冷やして、もとのお前に戻れ。非道で情け容赦ない心を取り戻せ』

　ジェイドの選択は、間違っていた。

　溢れんばかりの恋心に浮かれて、自分の置かれている状況を、冷静に判断できなくなっていたのだ。

　父は、目的のためであれば殺しも厭わない人だ。現に、サラの母親を迷うことなくその手にかけている。美しい赤子を、自分だけのものにするために。

　サラの命は、確実に狙われる。

　そう悟ったジェイドは、すぐさま彼女を連れて屋敷を飛び出した。

　父の手の届かない、彼女と二人で暮らせる安息の地を見つけるために――。

　今から四年前、例年にないほどの大雪が降り続いていた夕暮れのことである。










「サラに何をした!?」

　意識を手放したサラをその胸に掻き抱き、ジェイドはローブ姿の老女に詰め寄った。彼女が現れ、サラの頭部に軽く触れた瞬間、サラが魂を抜かれたかのようにがっくりと力尽きたからだ。

「ご安心ください。お体には何の害もございません」

　老女は、みすぼらしい外見には不似合いな明朗な声で答えた。

「あなたと話をするために、サラ様には眠っていただいたのです」

　底なし沼のようにとらえどころのない灰色の瞳。

　その目を、ジェイドはどこかで見たことがある気がした。

「お前は誰だ？」

「バルバラと申します。こんな身なりをしていますが、かつては催眠術師として名を馳せたこともあるのですよ」

「催眠術師が、俺に何の用だ？」

「あなたがなぜ、サラ様への愛情を忘れていたのか教えに参りました」

　ジェイドは目を瞠った。

　馬車の事故から目が覚めるなり、ジェイドは義妹を自分の命すら惜しくないほど愛していたことを思い出した。

　にもかかわらず、その気持ちを忘れ、愛する彼女の体をまるで物でも扱うようにぞんざいに暴いたことを激しく後悔した。

　どうしてサラを相手にあんなことができたのか、彼女への愛情をまるきり忘れていたのか、まったく分からなかった。

　その理由を、突然現れたこの老女は知っているのだと言う。

「……お前が俺に何かしたのか？」

「四年前、あなたのお父上のご命令で、あなたに強力な術をかけました」

「記憶を奪う術か」

「いいえ。正確には、催眠術でサラ様への愛情を封印したのです。あなたのお父様、先代のブランシェ公爵は、道ならぬ恋に落ちたあなたとサラ様の仲を裂こうと企んでおられました。そしてあなた方は駆け落ちをした。けれどもその日は稀に見る大雪で、着の身着のまま逃げたのは無謀でしかなかった。国境付近で、力尽きたサラ様をかばうように気絶しているあなたを見つけたブランシェ公爵は、私を呼びつけました。『殺すつもりだったが、この娘には利用価値がある。だから催眠術で操って、あるべき状態に戻して欲しい』と」

　亡き父の酷薄な笑みが、ジェイドの脳裏に浮かぶ。

　人を人とも思っていないあの男なら、考えそうなことだ。

　ジェイドは歯を食いしばり、怒りに耐えた。握り込んだ拳が、小刻みに震えている。

「ですがお見受けしたところ、あなたはご自分で催眠を解かれたようですね。私の催眠を解くことのできた人は、今までいなかったというのに」

「……なぜ、俺にこの話を打ち明けることにした？　お前にとっては黙っていた方が都合がいいだろう」

　バルバラは訥々と語り出した。

「私は、貴族という生き物が心底嫌いです。幼い頃から、私は傲慢な貴族に虐げられ、蔑まれて生きてきました。だから彼らを食い物にする催眠術師という商売は、それはそれは愉快でしたよ。あなたに術をかけたときは、特にそうです。何不自由なく育ってきたお坊ちゃんの大恋愛を、この手で見るも無惨に手折ったときの快感は、今でも忘れません。ですが――」

　バルバラの声色が変わった。

　灰色の目が、ジェイドの腕の中にいるサラに向けられる。

「彼女は、他の貴族とは違うと知ったのです」

　ローブの懐から、バルバラが何かを取り出した。

　青い宝石が、薄暗い路地にさんざめく光を放つ。

「それは、まさか――」

　忘れもしない。十五歳のとき、ジェイドがサラに贈ったものだった。

　このブルーサファイアのペンダントを、サラは肌身離さず身に付けていたはずなのに、いつからか見なくなったように思う。彼女への愛を忘れていたジェイドは、そのことに気づきもしなかった。

「盗みを働いて追われていた私を救うため、彼女が手放したものです。最近は術の力も衰えましてね、パン屋の旦那をうまく操れず、失態を犯してしまったのですよ。ですが皮肉ながら、このペンダントを彼から取り戻すときには術が効いたのです。鎖はサラ様が引きちぎったので、宝石しかありませんが」

　バルバラが、ブルーサファイアをジェイドに手渡す。

　掌に、コロンとした感触が落ちた。

　これを贈ったときの無邪気なサラの笑顔を思い出し、ジェイドの胸がぎゅっと締めつけられる。

「彼女は貴族でありながら、弱き者を労わる清い心を持っておられます。私は彼女の人生を狂わせたことに罪悪感を覚え、こうしてあなたに懺悔することにしたのですよ」

　ジェイドを見つめる凛とした眼差しには、催眠術師としての彼女の誇りが滲み出ていた。

「それから、もうひとつお伝えしなければならないことがございます。先ほど言いましたように、あなたがどんなに想いを伝えようと、サラ様に届くことはございません」

「――どういう意味だ？」

「術をかけたのは、あなたにだけではないのです」

「まさか、サラにも……？」

「ええ。サラ様には、〝あなたからの愛が伝わらない〟催眠をかけています。つまりあなたがどんなにサラ様を愛そうと、サラ様がその気持ちを受け入れることはございません。愛し合っていた頃の感情も、別の感情に書き換えられています」

　――そうだったのか。

　催眠が解けてからずっとサラに抱いていた違和感が明らかになる。

　サラのジェイドへの態度が変わってしまったのは、催眠をかけられたジェイドが、彼女を冷遇したためだけではない。

　十四歳の時、駆け落ちに至るほど想い合っていたことも、サラの記憶から抜け落ちているのだ。

　リオネルに謁見えっけんしたあの日、キスをしている二人を目の当たりにして、ジェイドは嫉妬で狂いそうになった。その夜、彼女の気持ちも考えず、怒りに任せてサラを抱いてしまった。

　本来であれば、真綿でくるむように愛を育んで、優しく慈しむように抱いてやるはずだったのに――。

　それ以降は体に触れず、限りなく深いこの愛を伝えることだけに専念してきた。言葉にしなかったのは、彼女がリオネルを想っているからだ。

　少しずつ、少しずつ、かつてのように自分のものにしたかった。

　だが、サラにジェイドのひたむきな愛は伝わらなかった。

　サラを側妃に望んでいた国王リオネルには、自ら謁見し、斬られることを覚悟で、これまでのこと、サラへの想いを洗いざらい告白した。サラを手放すくらいなら、死んだ方がマシだと思ったからだ。

　一族を殲滅せんめつされてもおかしくない状況だったが、リオネルからは意外にも、感心したような声が返ってくる。

『あの無慈悲なブランシェ公爵が、これほど愛情深い男だったとは驚きだな。義妹に道ならぬ恋をしただと？　まるで戯曲のようじゃないか』

　さも面白げにリオネルは喉を鳴らして笑うと、かしこまっているジェイドの面を上げさせた。

『君の妹はかなりの美人だから惜しいが、仕方がないな。僕は見ての通り奔放な性質だから、一生涯君の妹だけを可愛がることはできない。そうなると、君に殺されそうで怖くなってきたよ』

　それからリオネルは、側妃は別の令嬢にするとジェイドに言い渡した。奔放なように見えて実のところは思慮深いこの王のことを、ジェイドは改めて見直す。

　そして、たとえ自分の地位が落ちぶれようと、一生をかけて誠心誠意この王に仕えることを心に決めたのだった。

　側妃という立場を免れたことは、すぐにサラに知らせた。

　蒼白になったサラを見て、彼女の心が思った以上にリオネルに向いていることを知り、ジェイドの心は深く傷つく。

　そしてジェイドが留守にしている間に、サラはひっそりと屋敷から出ていった。

　リオネルの寵愛を得られなかったことが、よほど身にこたえたのだろう。

　屋敷の者に事情を聞くうちに、侍女のカミーラが、サラに詰め寄っていたのを見たという者がいた。屋敷から出て行くよう、強く促す声が聞こえたらしい。

　カミーラが自分に対して特異な感情を抱いていたのには気づいていたが、放っておいたのがいけなかったと、ジェイドは激しく後悔する。

　カミーラは問答無用で解雇にし、ジェイドはサラの行方を追うことに奔走した。

　ようやくのことでサラが密かに懇意にしていた御者に行方を聞き出し、その足でこの街まで来た。

　すべてを曝け出し、真っ向から気持ちを伝えたというのに、それでもサラに想いは届かなかった。

　届かないのではない。受け取ることができないのだ。

　バルバラに、術をかけられているから――。

「どうすれば、術は解ける？」

　問いただしても、バルバラはかぶりを振るだけだった。

「私の力ではどうにもなりません。私の術は、一度かかってしまえば私自身でも解くことができないのです。あなたのように、自らの力で破らない限りは」

　ジェイドは言葉を失い、放心状態でサラの寝顔を見つめた。

　どんなに愛しても想いが届くことはない――これほど残酷なことがこの世にあるだろうか。

　澱んだジェイドの世界に光をくれた、幸薄の少女。

　こんなにも深く愛しているのに。

　彼女と愛し合えるなら、他のすべてを失ってもいいとさえ思っているのに。

　ジェイドは、絶望に打ちひしがれる。

　たしかなのは、彼女がこの世の何よりも愛しいという感情だけ……。

　薄汚れた路地の上で、ジェイドは義妹の温もりをたしかめるように頬を寄せる。

　答えはすでに出ていた。






　――伝わらなくてもいい。それでも、この揺るぎなき愛を彼女に伝え続けよう。






　鈍色の空は、たとえ昼間でもどんよりとして薄暗い。

　今年も、冬が近づいていた。

















最終章　義兄の恋












　目が覚めると、サラはブランシェ家の自室のベッドに横になっていた。

　窓にはきっちりとカーテンが引かれ、サイドテーブルに置かれたランプが、ぼんやりと枕元を照らしている。

　シンと静まり返った屋敷内。どうやら夜のようだ。

　ズキズキと痛む頭を押さえつつ体を起こし、記憶を手繰り寄せる。

　たしか、シスターアビゲイルに買い物を言付かって市場に赴いて……。

　――そうだわ。攫われそうになったところを、お兄様に助けられたのよ。

「サラ……」

　呻くような声が聞こえ、サラはビクッと肩を竦ませる。ベッド脇にある長椅子では、ジェイドが長い脚を組みながら眠っていた。

　その寝顔はひどく苦しそうで、額には汗まで滲んでいる。

「お兄様……？」

　サラはベッドから降りると、兄の傍に膝をついた。

　苦しげな顔のまま、ジェイドは眠りの中にいる。

　額に張り付いた彼の黒髪を、そっと払いのけた。

　彼のこんなにも苦渋に満ちた表情を、サラは初めて目にした。

「サラ……」

　ジェイドはなぜ、繰り返し自分の名前を呼ぶのだろう？

　それに、彼がどうして不要であるはずのサラを助け、ここに連れ戻したのか分からない。

　そのうえサラの記憶がたしかなら――愛の言葉を囁かれた気がする。

　そんなことがあり得るわけがないのに、記憶にはっきりと残っていて、サラはゾッとした。

　――お兄様は今度は、何を企んでいるのかしら……？

　サラを追いかけ、偽りの愛の言葉を囁いて、どう操りたいのだろう？

　ジェイドはなおも、眠りながらサラの名前を呼び続けている。彼が怖いのに、悲しげなその声を聞いていると、どういうわけか胸が痛んで泣きたくなった。

「サラは、ここにいます」

　長椅子からだらりと垂れた、ジェイドの手を握り締める。

　見えない彼の苦しみに寄り添いたかった。

　すると大きな掌がピクリと揺れ、ぎゅっとサラの手を握り返す。

　瞼がゆっくりと開かれ、深いブルーの瞳が見開かれた。

「起きたのか……」

　何を言われるか見当もつかず、サラは怯えながら頷いた。慌てて繋いだ手を振りほどこうとしたが、力を込められて阻止される。

「……あの、お兄様。勝手にいなくなってしまって……ごめんなさい」

　まずは、迷惑をかけたことを謝らなければならないと思った。理由は分からないが、ジェイドはいなくなったサラを探して、あんなところまで追いかけてきたのだ。

「お前が謝る必要はない。カミーラは解雇した。あの女に何を言われたのか知らないが、俺はお前に出て行って欲しいなどと思っていない」

　予想外のことを言われ、サラは驚いた。

　何がどうなっているのか理解が追いつかない。

「では、カミーラは嘘を言ったというのですか？」

「そうだ。頼むから、今だけは俺の言うことを信じて欲しい」

　兄の目は、懸命に訴えかけるように揺らいでいた。

　愛のないサラに対し、どうしてジェイドはこのような態度をとるのだろう？

「サラ、この屋敷でまた一緒に暮らそう。孤児院のシスターには事情をすでに伝えてある。お前は何もしなくていい。俺の傍にいてくれるだけでいいんだ」

　優しさに溢れた言葉の数々は、とてもではないが、彼の口から紡ぎ出されたものとは思えなかった。

「本当に、傍にいるだけでよいのですか……？」

　――ブランシェ家の駒になるために、お兄様の役に立てなくてもいいの？

「そうだ、サラ。それでいいんだ」

「………」

　押し黙るサラを見て、ジェイドは寂しげに微笑む。そして繋いだままの手を口元に引き寄せると、サラの手の甲に口づけた。

「……俺は何年でもお前を待つから」

　呟かれた兄の声はあまりにも小さく、サラは聞き取ることができなかった。










　奇妙な日々が始まった。

　ジェイドは屋敷にいるときのほとんどを、サラと過ごすようになった。

　食事はもちろん、ともに庭を散策したり、読書をしたり、ジェイドが書類に目を通している横でサラが縫物をすることもあった。寝るときと湯浴みのとき以外はずっと傍にいるといっても過言ではない。

　ジェイドはふとしたときに、サラをじっと見つめた。ひたむきなその眼差しは、なぜか見ているだけで胸が苦しくなる。だがその感情が何を意味するのか、サラには分からなかった。

　サラといるとき、ジェイドはいつだって、まるで子供の頃のように――否、それ以上に優しかった。

　そして、サラには指一本触れてこない。

　二人の間には、いつも一定の距離が開いていた。

　以前のように、体を無理矢理奪われるなどもってのほかだ。あのときの兄と今の兄は別人なのではないかと疑うほど、何もかもが違った。










　冬が深まり、暖炉が温かく燃える季節になった。

　あるとき、ジェイドが散歩に出ようとサラを誘った。

　二人はブランシェ家の正門を出て、ともに遊歩道を歩む。

　真冬の空気はキンと冷えていて、見慣れた景色の中を、たんぽぽの綿毛のような雪がちらついている。

　一歩先を行くジェイドの背中を、サラは黙々と追いかけた。

　彼のことは、いまだ信用していない。

　本当は利用されているのではないかと、いつも不安に思っている。

　だが歩幅の狭いサラを気遣うようにゆっくり歩む背中を見ていると、彼のことを信じたい気持ちが沸々と胸に湧いた。

　それでも、彼が自分を思いやることなどあり得ないのだと、心の奥で何かが歯止めをかける。

　たどり着いたのは、城下町を見下ろせる丘だった。

　岩に腰掛けたジェイドに倣い、サラも近くの岩に腰を降ろす。

　二人で、静かに冬空の下に広がる景色を眺めた。

　まだ何も知らない少女の頃、この場所で、ジェイドに彼のお嫁さんになりたいと告げたことがあった。

　幼さ故の無知さに呆れるとともに、当時のことを懐かしく思う。

「サラ」

　昔のことを思い出していると、ふいにジェイドに呼びかけられた。

「はい」

　ジェイドが懐に手を入れ、白い箱のようなものを取り出す。無言のまま差し出された。

「これは……？」

「開けてみろ」

　戸惑いつつも、サラは箱を受け取り、蓋を開いた。燦然たる輝きを放つブルーサファイアが、中から姿を現す。ジェイドの瞳に似たその宝石に、サラは見覚えがあった。

「お兄様、もしかしてこれは……」

「お前が人助けのために手放したものだ。鎖は切れてしまったから、これを機会に指輪に造り直させた」

　ジェイドは箱から指輪を出すと、サラの左手を取り、薬指に滑り込ませる。

　久々に彼に触れられて、胸がドキリと高鳴った。

「ぴったりだな。よかった」

　嬉しそうにジェイドが言う。

　どういう経緯で兄がこのブルーサファイアを取り戻したのか、見当もつかない。

　簡単に取り戻せるものではないと思う。まるで、魔法でも見ているかのようだった。

　ペンダントのことなど忘れているとばかり思っていたのに、覚えていたのも意外である。

　だが、左手の薬指は既婚者が指輪をする場所だ。

　未婚のサラがしていいわけがない。

「指輪など、いただけません……」

　自分には、ジェイドの伴侶になる資格などないのに。混乱する気持ちを戒めるようにかぶりを振れば、温かな掌が指輪ごとサラの手を包み込んだ。

「いいんだ。頼むから、貰って欲しい」

　はっきりしているのに、泣いているような声だった。

「俺のことを、いつも近くに感じて欲しいんだ」

　サラは目を瞬き、キョトンとした顔で、目の前の兄を見つめる。

　彼はどうして、自分にこんなことを言うのだろう？

「お兄様、私……」

　どういうわけか、瞳からは涙が溢れて止まらなかった。

「ひとつ、お伝えしなければならないことがあります……」

「なんだ？」

「私は本当は、国王陛下に心を奪われたことなど一度もないのです」

　ジェイドへの想いを封印する覚悟で手放したブルーサファイアがこうして戻ってきたことで、築き上げてきた心の壁がほろほろと崩れ、素直な気持ちが漏れ出ていく。

「お兄様が、喜ぶと思ったから。ただ、それだけで……」

　するとジェイドはフッと口元を緩め、見たことがないほど嬉しそうに笑った。腕を伸ばし、遠慮がちにサラを胸に抱き寄せる。

「そうだったのか。嬉しいよ、サラ。これほど嬉しいことはない」

「お兄様……」

　兄の心臓が、早鐘を刻んでいる。背中に回された掌は微かに震えていた。

　なぜ兄が、サラの告白をこれほど喜んでくれるのか、サラには理解できなかった。それでも自分の行動は間違っていなかったと分かって、心がホッと和む。

　――今だけなら、許されるかしら。

　絶対に自分を愛することのない愛しい人の胸に、サラは素直に身をゆだね、その心音と温もりを一心に肌で感じたのだった。










　二年の歳月が流れた。

　ジェイドは二十六歳、サラは二十歳になっていた。

　二人の義兄妹の穏やかな日々は、変わらず続いていた。

　社交界におけるジェイドの華々しさは勢い留まるところを知らず、方々から結婚の話が舞い込んでいる。だが彼はまだ結婚をするつもりはないようで、すべてを断っていた。

　サラは二年前の王宮での晩餐会を最後に、社交界に顔を出すことはなかった。それでもあの日をきっかけに、サラを貰い受けたいという話を幾度か持ちかけられたことがある。中にはブランシェ家にとって好条件な縁談もあったが、ジェイドが首を縦に振ることはなかった。

　まるで恋人のようにジェイドと寄り添う毎日は、幸福だった。

　だがサラは、いつも何かが欠けているような感覚に囚われていた。自分が不たしかな人生を歩んでいるような違和感が、付きまとって離れない。

　そしてジェイドの顔を見ると、ときどきどうしようもなく悲しくなる。

　彼がいつかはサラを見放す日が来ることを分かっているからだ。

　なぜなら、ジェイドがサラを愛することは絶対にないのだから――。










　真冬の、極寒の夜のことだった。

　夕食を終えたサラは、自室の長椅子で、せっせと編み物をしていた。

　領地の視察に行っている兄は、今日は遅くなるとのこと。

　窓の外を見れば、とめどなく雪が降っている。数年ぶりの大雪だった。

　こんな日に出かけて大丈夫かしらと、サラは気を揉んでいた。

　暖炉にくべた薪が、バチンと爆はぜる音がする。編み棒に集中していたサラは、ふと自分の左手の人差し指に、指輪がないことに気づいた。二年前にジェイドから贈られたブルーサファイアの指輪を、肌身離さず身に付けていたはずなのに。

　――もしかしたら、庭で落としたのかしら？

　サラは朝方、庭先で花を剪定せんていしていた。突然雲行きが怪しくなって室内に引き上げたのだが、慌てて手袋を外した際に落としたのかもしれない。

　サラは立ち上がると、窓辺に歩み寄る。降りしきる雪によって、ブランシェ家の庭は一面雪に覆われていた。今探しに行くのは、どう考えても無謀だろう。

　だが指輪がこの手にないだけで、心にぽっかりと穴が開いたように寒々しい。

　ジェイドが贈ってくれた、この世で唯一無二の宝物。愛ゆえの贈り物ではないのは分かっているが、どういうわけかあれがないと、大切な何かが手折られたかのように心苦しかった。

　――きっとすぐに見つかるわ。

　サラは心の中で自分に言い聞かせると、ドレスの上からショールを羽織り、ランプを手にそっと部屋を離れた。

　使用人に見つからないようゆっくりと廊下を歩み、庭に出る。

　見慣れた景色が、真っ白な雪に覆われていた。闇に覆われた空からは、豪雪がやむことなく降り続けている。

　こんな景色を、前にも見たことがある気がした。

　サラは自分が剪定をしていた花壇の周りの雪を、必死になって掻き分ける。土が見えるまで雪を掘り、ランプをかざして隅々まで探った。

　どれくらい、そうしていただろう。夜が深まるにしたがい、いつしか雪がやんでいた。空には金色の三日月が浮かび、凍てついた雪の世界を見下ろしている。

　どれだけ探しても、指輪は見つからなかった。氷のようにかじかんだ指先は、もう感覚がない。ブーツにも雪が染み込んできて、足先もツンと痛みが走るほどに冷えていた。

　冷気によって体力が奪われ、次第に意識が朦朧としてくる。

　それでもサラは、指輪を見つけることを諦めきれずにいた。

　だがついに体力が限界を迎え、ふらりと体が傾く。ボスッと音をたてて、冷たい雪の上に半身が倒れ込んだ。視界に靄もやがかかり、過去と現在が曖昧になって、自分が今どうしてこんなところにいるのかさえ分からなくなる。

　そのときだった。

　――『サラ、大丈夫か!?』

　耳鳴りのような声が聞こえて、遠のきつつあった意識が呼び戻される。

　兄の声だった。

　だが、今の彼のものより若々しい。

　――『サラ、愛している……』

　混沌とした記憶の奥底から、また声がした。

「お兄様……」

　自分は、この声をたしかに聞いたことがある。

　そうだ、あの日も今日みたいな大雪だった。

　一面の銀世界を、兄の温もりだけを頼りに、前へ前へとひたすら足を踏み進めた。

　父から逃げなければいけないと、そればかりを考えていた。

　そして、愛しい彼の手を離してもいけないと。

　――『この先どうなろうと、俺はお前だけを愛している。それだけは、覚えておいて欲しい』

　遠い過去から紡ぎ出された声が、優しくサラの耳朶を打った。

　氷のように冷たくなったサラの頬を、一筋の涙が滑り落ちる。

　長い間、ずっと胸の奥にくすぶっていた違和感が、スルリと溶けていった。

　こんなにも大事なことを、どうして忘れていたのだろう。

　彼を信じなかったのだろう。

　――ジェイドは、こんなにもサラのことを愛してくれているのに。

「サラ！」

　自分の不甲斐なさに涙していると、ふわりと体が抱き起される。懐かしい温もりが、冷たくなったサラの全身を包み込んだ。

　深いブルーの双眸が、不安げにサラを見下ろしている。

　筋の通った鼻に、形のよい唇。額にかかる癖がかった艶やかな黒髪。

　それは、六年前のあの雪の日、死に物狂いでサラに愛を告げてくれた彼の今の姿だった。

「サラ、大丈夫か!?　こんな雪の日に、なぜこんなところにいるんだ!?」

　ジェイドの顔は、暗がりでも分かるほど青ざめていた。

「お兄様にいただいた指輪を、落としてしまって……」

「それなら、夜が明けてから探せばいい。とにかくすぐに体を温めよう」

　ジェイドはサラを横抱きにすると、きつく腕の中に閉じ込め、早足で屋敷へと向かう。

　サラはかじかんだ指先を伸ばし、昔より精悍さを増した兄の頬に触れた。

　彼への愛しさが胸に溢れて、はち切れそうだ。

「お兄様、ごめんなさい……」

「お前が無事なら、俺はそれでいい」

　サラは小さくかぶりを振った。

「違うのです。すべて思い出したのです。愛していることを覚えておいて欲しいとお兄様は言われていていたのに、忘れていてごめんなさい……」

　新雪を踏み荒らすジェイドの足が、ピタリと止まる。

　驚いたように見開かれたブルーサファイアの双眸が、サラを見下ろした。

　こんな状況なのに、燦然たる輝きを放つその瞳に、サラは見入ってしまう。

　たしかに私はこの人を愛していて、そして幾度も気持ちを押し殺そうとしたけど、今も変わらず愛している。そしてこの人も、この世の何よりも私を大切に想ってくれていた。

　――すべてを投げ捨ててでも、一緒にいたいと告げてくれたほどに。

「サラ、本当か……？」

　気丈なはずの兄の声が、どうしようもなく震えていた。

「俺がお前のことをどれほど愛しているか、分かってくれたのか……？」

　サラはうっすらと微笑み、幼子のように心もとない顔で自分を見る兄を、しっかりと見据えた。

「はい。私も、お兄様を深く愛しています」

　ジェイドの顔が、今にも泣きそうに歪められる。それから彼はみるみる顔を赤くすると、気まずそうにサラから視線を外した。

　ああ、これがジェイドだとサラは思い出す。

　彼は聡明で利己的なようでいて、サラを前にするとひどく不器用なことがあった。だがその不器用さがより深く愛を伝えてきて、たまらない気持ちにさせるのだ。

「サラ、ああサラ……。あの指輪が、俺達を導いてくれたのか」

　うわ言のように、ジェイドが言う。

「――とにかく今は、体を温めることが先決だ」

　それからジェイドは冷えたサラの体をより強く抱き直し、再び屋敷へと急いだ。










　連れて行かれたのは、ジェイドの部屋だった。

　彼の帰宅に合わせ侍女が薪をくべていたのか、暖炉がすでに赤々と燃えていて温かい。

　ジェイドは、暖炉の前の長椅子に、そっとサラを座らせる。

「服を脱がせるが、いいか？　濡れたままの服を着ていては、体温が奪われてしまう」

　兄の言い分はもっともであり、サラはか細く「はい」と答えた。

「なるべく見ないようにするから」

　兄はそう言うと、サラの背後に回り、背中の留め具を外しにかかる。ドレスを脱がされ、コルセットを外され、下着まで取り払われた。ぐっしょりと濡れた衣服が、次々と暖炉の前に落とされていく。

　サラは羞恥で消え入りそうだったが、約束通りジェイドはサラの裸体には目を向けずに手先だけを器用に動かしている。一糸纏わぬ姿になると、ジェイドはすぐに毛布でサラの全身をくるんで隠し、今度は自らの服に手をかけた。

　雪にまみれたサラを抱いて運んだため、彼の衣服も濡れてしまったようだ。

　漆黒のジュストコールをバサリと落とし、シルクのシャツを脱ぎ捨てると、見事な肉体が露になる。

　男らしい筋の浮いた背中。腕や胸も引き締まった筋肉で覆われていて、腹部は彫刻のごとく割れている。燃え盛る暖炉の炎が、男らしい肉体をなまめかしく照らしていて、サラは目のやり場に困った。

　教養と称してジェイドに体を弄ばれたときも、初めて抱かれたときも、彼は着衣したままだったので、裸身を見るのは初めてである。

　トラウザーズ一枚になると、ジェイドはサラを毛布ごと抱き締めてきた。

　逞しい胸板がすぐ目前に迫り、サラは羞恥で狼狽える。

「この方が温まるだろう。安心しろ、体は見えない」

　見られてはいないが、毛布一枚を挟んだ状態で裸で抱き合っているというのは、それ以上に恥ずかしいことのように思えた。

　彼とはかつて、こんなことよりもすごい行為をしたことがあるのに、どうして今になって羞恥心が込み上げるのか分からない。だが、あのときとは決定的に何かが違った。

「……このまま、聞いてくれないか」

　サラを抱き締めたまま、ジェイドが物憂げに語り出す。

　六年前、父の追手に捕らえられた二人は、バルバラの催眠術に操られ、近くにいながら仲を裂かれていたこと。だがジェイドだけは、二年前の事故がきっかけで催眠が解けたこと。それから彼が、サラの催眠が解ける日をずっと待ち続けていたこと――。

　すべてを聞き終えたサラは、言葉を失っていた。

　こんなにもひどいやり口で、死してもなお自分達を意のままに操っていた義父が憎い。行き場のない憎しみを持て余しつつ、互いの愛情を取り戻した今の状況に、ホッと胸を撫で下ろす。

「もしも私が、このまま死ぬまでお兄様とのことを思い出さなかったら、どうなさっていたのですか？」

「どうもしない。老いていくお前の傍で俺も同じように老いて、同じ墓に入るだけだ。たとえお前に伝わらなくとも、俺の愛情はたしかなものだから」

　当然のような兄の口ぶりは、サラの心を奥底から震わせた。

　愛しい想いが溢れ返って、どうにかなりそうだった。

　そっと兄の胸にしなだれかかり、彼の鼓動に耳を傾ける。

　過去に縛られて生きていたくはない。

　彼が愛しい。

　その想いだけで、もう充分だった。

「――サラ、頼みがある」

「何でしょう？」

「もう一度、お前をこの手で抱きたい。やり直したいんだ」

　耳元で、ジェイドが呻くように言った。

「お前にはひどいことをした。催眠術をかけられていたとはいえ、愛なくお前の体を暴いたことを、俺は死ぬほど後悔している。それから嫉妬に駆られて、無理矢理お前を抱いたことも。この世の誰よりも幸福な女にしてやるはずだったのに……」

「お兄様……」

　まるで物のように体を暴かれた日、心が悲鳴を上げた。

　初めて抱かれたときも、兄は愛なく自分を手籠めにしたと思っていたから、心の中で泣いていた。

　だが、ジェイドがとったそれらの行動は、どれも本心によるものではなかった。

　こうしてサラに身を寄せ懇願するようにもう一度抱きたいと言っているジェイドこそが、本当の彼なのだ。

「抱いてください……」

　心からの叫びが、口をついて出る。

　ジェイドはビクリと肩を揺らすと、戸惑うようにサラを見た。

「……本当にいいのか？」

「はい」

　サラは、迷いなき目でしっかりと頷いた。

　ジェイドはほんの少し微笑んでそれに応えると、ソファーから立ち上がり、毛布ごとサラを横抱きにする。

　まるで壊れ物を扱うように、広いベッドにそっと横たえられた。ゆっくりと上に覆いかぶさってきたジェイドが、期待と緊張に震えるサラを、優しい目で見下ろす。

「サラ、分かるか？」

　太腿の辺りに、硬い感触が押し当てられた。

　その正体を察知したサラは、羞恥で頬を赤らめる。

「俺はお前の裸を見てすらいないのに、もうこんなになっている。気づいていたか？　お前への気持ちを封印されていたあの頃も、お前の体に触れながら、俺は自分の昂りを抑えることができないでいた。愛してもいない妹を相手になぜ反応するのか、あのときは分からなくて困惑したものだ。心は操られても、体は本能的に愛した女を覚えていたのだな」

　恍惚と呟くと、ジェイドがそっと顔を近づけてきた。

　唇同士が重なっただけで、胸の奥が熱くなる。上唇、下唇、と順に唇で触れたあとで、ジェイドは口を開けと言わんばかりに合わせ目を舌でなぞってきた。

　体の奥がジンと疼くのを感じながらわずかに口を開けば、すぐに熱いぬめりが入り込んでくる。

「んっ、ふう……」

　ジェイドのキスは執拗だった。

　しきりに舌を絡ませ、息苦しさから逃れようとすれば、すぐに顎先を捉えられて再び貪られる。どうにか呼吸を整えつつ、サラもぎこちなく舌先を動かすと、情欲に火がともったようにいたいけな舌を吸い上げられた。

「ああ……っ」

　口元がしびれ、吐息も唾液も、どちらのものか分からなくなる。粘液を介して互いの体が繋がったかのようだった。

　ジェイドの唇が首筋に下りてきたところで、サラはようやく意のままに呼吸ができるようになる。

　白い喉元に噛みつくようなキスを落としながら、ジェイドが囁いた。

「サラ、結婚しよう」

　息だけであえぎながら、サラは驚いた目で兄を見る。

　ブルーサファイアの瞳が、射抜くようにこちらに向けられていた。その眼差しは真剣そのもので、彼がたんなる睦言で今の発言をしたわけではないことが分かった。

「でも、どうやって……」

　想いが通じ合ったとはいえ、サラとジェイドは弊害を超えたわけではない。

　戸籍上、二人は正真正銘の兄妹なのだ。

「方法はいくらでもある。そうだな、お前の籍を一度抜いて、遠縁の伯爵家の養女にしてもらおう。そうすれば戸籍の上では何の問題もない。そもそも俺達に血の繋がりはないのだから」

　不安げなサラに、ジェイドは年長者らしい達観した笑みを向けた。

「もしも無理なら、また二人で逃げ出せばいい。俺達を追ってくる人間はもういないのだから、異国の地で人知れず和やかに暮らそう」

　ジェイドがサラの金色の髪を梳くように撫で、こめかみに触れるだけのキスを落としてくる。

「お前がいれば、俺は何もいらない。お前もそう思わないか？」

　甘く包み込むような声が、耳朶に直接吹き込まれた。

　たまらなくなって、サラは目に涙を浮かべる。

　愛する人にこれほど愛されて、サラはこれ以上ないほどの幸せを感じていた。

　両手を伸ばし、兄の両頬をそっと包み込む。サラの体を覆っていた毛布がはらりとはだけ、何も身に付けていない体が冷気に触れた。

「はい、そう思います。私も、お兄様の傍にずっといたい……」

　兄の目を真っすぐに見つめ、涙ながらに微笑むと、ジェイドも幸せそうに口元を綻ばせた。それからサラの唇に慈しむようなキスを落とすと、晒された裸体に視線を這わせる。

　豊かに実った乳房、くびれた腰、白い太ももが、暖炉の炎に照らされなまめかしく浮かび上がっていた。

　兄にじっくり裸を見られているこの状況に、サラは今更のように、カアッと顔を赤らめる。

「……綺麗だ。どこもかしこも、たまらなく」

　ジェイドは恍惚と呟くと、薄桃色に色づいた胸の先に、指先で触れてくる。心構えもなく与えられた刺激に、サラは「や……っ」と身をよじった。

「もう固くなってる。まだ寒いか？　大丈夫だ、俺が隅々まで舐めて温めてやる」

　その声を皮切りに、ジェイドは再びサラの喉元に舌を這わせた。言葉通り、寸分の隙もないほど丹念に肌に舌を這わされる。耳の中までピチャピチャとなぶられ、未知なる感覚にサラは翻弄された。

　熱いぬめりが、鎖骨を滑り下りて胸の膨らみに到達する。周囲を丹念に舐められたあとで、胸の先を転がすようにつつかれた。これまでの愛撫によって敏感になっていたそこをとどめのように刺激され、たまらない快楽が全身を貫く。

「あ、ぁ……っ！」

「いい子だ。こんなに厭らしく尖らせて」

　吐息すら刺激になり、サラはますます激しく体をくねらせる。反動でふるりと弾んだ乳房をジェイドは鷲づかみにすると、胸の先をぱくりと食んだ。

　ジュッと卑猥な音をたてて吸い上げられ、ふやけるほど舐めしゃぶられた。反対の乳房にも同じ行為が繰り返される。

「あ……、も、もう……っ！」

　触られてもいないのに足の間が疼いて、腰の痙攣が止まらない。あっという間に意識が高みへと押し上げられていく。乳首をこねられながら反対側を甘噛みされたとき、いよいよ脳裏で白い光が弾けた。

「ああ……っ！」

　快楽の行き場を求めて、サラは無我夢中で兄の頭を掻き抱いた。

　張り詰めた体が弛緩するなり、溢れた蜜が太腿を伝う。

「胸だけで達したのか。かわいいな」

　兄は愉悦を隠し切れない目でサラを見つめると、乳房に顔をうずめた。再び胸の愛撫に没頭し、サラがもう一度弾けたのを見届けると、先ほどの言葉通り全身をくまなく舐め始める。

　わき腹を通り抜け、薄い腹も、太腿も、ふくらはぎやつま先まで、余すところなく舌を這わされた。氷のように冷えていた体が、彼のもたらす熱によってみるみる熟されていく。

「背中を」

　熱のこもった声で囁かれ、兄の唾液でどろどろになった体を、サラはふらつきながらどうにか動かす。反転させて四つん這いになるなり、ジェイドがうなじに舌を這わせ、続いて背中をくまなく舐め始めた。

「あ、あぁん……っ」

　何でもないような部分までビクビクと感じてしまって、サラは自分の体の変化に恐れおののいた。

　兄の吐息、滑らかな舌、熱い掌、すべてが愛しい。

　愛しさのあまり、身も心も悶えるほどに。

　嵐の夜、無理矢理抱かれたときとは何もかもが違った。

　彼に愛され隅々まで欲されているという充実感が、胸を駆け巡る。

「ああ、ぐっしょりだ……」

　尻の軟肉をぐっと押し開かれ、恥毛に息がかかる距離で呟かれたとき、サラは羞恥で弾け飛びそうになった。

「や、そんなとこ……っ！」

　慌てて逃れようとしたが、屈強な男の力に叶うはずもなく、尻を押し開かれたまま内側をべろりと舐められる。

「ひ……っ、あぁん……！」

　まるで獣のように尻を突き出し、股間に顔をうずめられ、溢れた蜜をピチャピチャと舐め取られる。熱いぬめりは、花弁の溝を余すところなく味わい、蜜壺の中まで侵入してきた。

　想像を絶する淫猥な行為だった。

　恥ずかしいのに、今すぐに気を遣ってもおかしくないほど気持ちがいい。

「あぁ、おにいさま……！」

　しどけなく開いたサラの唇からは涎がこぼれ、より快楽を求めるように腰がうごめく。

「ああ、腰が揺れているぞ、サラ。なんて厭らしいんだ」

　妹の醜態を前にして、ジェイドは興奮を抑えきれないかのように呼吸を荒げる。前方の蕾を指で押しつぶされながら恥部全体を吸われたとき、サラはついに気を遣った。

　ぐったりと上半身をシーツに預け、突き出した恥部をビクビクと震わせる。

「ああ、サラ。とても綺麗だ……」

　いまだ痙攣の治まらない尻を撫で回しながら、ジェイドが情欲をたぎらせた熱い吐息を吐く。

　休息が与えられたのは束の間のことで、今度は長い指を、しとどに濡れたそこにツプンと入れられた。間髪入れずに抜き差しが始まり、サラの理性を奪っていく。

「もっとだ。もっと見せてくれ」

「あっ、あっ、あぁ……っ」

　臀部を抱えられ、早急な動きで蜜壁を擦られた。すぐに高みに押し上げられ、あっという間にサラが果ててしまえば、今度は指を二本に増やされる。

「あぁっ、おにいさま、おにいさま……っ！」

　あえかな吐息が、ジュブジュブという淫猥な水音に交じって繰り返される。兄に刺激を加えられている部分にありえないほど熱が集まって、激しい快楽の波に呑み込まれていった。

　思考が麻痺して、何も考えられなくなる。

「ああぁ――っ！」

　再び達すると、兄はそこでようやく指を抜いてくれた。

　荒い吐息が、耳に近づいてくる。筋肉質な上半身が、背後から抱き締めるようにサラに覆いかぶさった。彼から発せられる雄の匂いが、むんと色濃くなる。

「サラ……、サラ……。ああ、サラ……」

　何度もサラの名前を呼ぶ兄の声色は、もはや正気の沙汰を失っていた。

　愛する人に我を忘れて求められている状況に、膣奥がきゅんと疼く。

　昂った剛直が、いまだ痙攣している股間のぬめりにあてがわれた。

「愛してる、サラ。永遠に」

　甘い囁きとともに、剛直が後ろから一気にサラを貫いた。

「あぁ……っ！」

　あまりの刺激に、サラはそれだけでたちまち果てる。小刻みに震える彼女の肩口にちゅっと優しいキスを落とすと、ジェイドは腰を揺すり始めた。

　小ぶりな尻を男らしく節くれだった手にがっちりと掴まれ、切っ先から根元までを余すところなく擦りつけられる。

「あっ、あっ、あっ………っ」

「ああ、よく締まる……」

　恍惚と呟きながら、ジェイドは獣のように腰を振りたてた。
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　暖炉の炎が揺らめく薄暗い部屋に、肉体と肉体のぶつかり合う、淫猥な音が絶えず鳴り響く。

「あっ、あっ、あっ、あぁ……っ、おにいさま……！」

　膣奥を深くまでズブズブと突かれる今までにない刺激に、サラは我を忘れてあえいだ。感じるのは、兄の熱杭の剛直さだけ。それ以外は、この世の何もかもが霞んで見えた。

「おにいさまっ、おにいさま……っ！」

「――ジェイド、と」

　獣じみた息を吐き出しながら、サラを貪る動きを止めることなくジェイドが言う。

「俺は、もうお前の兄ではない。お前が愛しくて仕方ないただの男だ。だから、名前で呼んでくれ……」

「ジェ……イド……、ジェイド……っ！」

「そうだ、いい子だ」

　ジェイドは満足げに呟くと、律動を緩める。それから身をかがめると、サラのこめかみに優しく口づけた。

　耳朶に舌を這わせ、胸の先をいっぺんにぎゅっと摘ままれる。

「ああんっ、もうっ………！」

　ぱちゅん、ぱちゅん、と激しい動きが再開された。

　じわじわと高みに追い上げられ、サラがまたもや気を遣ると、ジェイドは雄芯を一度引き抜き、サラの体を反転させた。

　目の前には、雄の色気を濃厚に放つ兄の姿があった。

　額には汗が浮かび、顎先まで滴り落ちている。濡れた前髪を掻き上げながら、何度も果てたせいで朦朧としているサラを見て、ジェイドが愛しげに微笑んだ。

「やはり、この向きの方がいいな。かわいいお前の顔がよく見える」

　それからジェイドは、自らの昂りを再びサラの奥にうずめ、貪るようなキスをしてきた。

　サラも彼の背中に手を回し、与えられる愛を全身で受け止める。

「……あぁっ、ん、愛してる……」

　キスの合間に、溢れてやまない想いを素直に口にすれば、ブルーサファイアの瞳が間近で嬉しそうに細められた。

「ああ。俺もたまらなくお前を愛している。この先死ぬまで、毎夜繰り返し、こうやってお前に愛を教え込もう」

　そしてまた、煮えたぎる熱杭に休みなく穿たれる――。

　窓の外、冷えた冬の夜空では、運命に翻弄された恋人達の睦事を、黄金色の三日月が静かに見守っていた。
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